
 

さいたま市の食育取組状況 
 

令和５年度 

（２０２３年４月～２０２４年３月） 

 

 

さいたま市 



＜はじめに＞ 

さいたま市では、市民が食育を通して、心と身体の健康を培い、豊かな人間性、自然への感謝の気持ちを育むことを目指して、「第３次さいたま

市食育推進計画」に基づき食育を推進しています。令和５年度は、“「三食しっかり」食べる”を重点目標とし、市民・民間団体・事業者・関係機関・行

政等が、連携の強化を図りながら、食育を推進しました。 

本冊子は、さいたま市における食育の取組の進行状況の確認、評価を行い、効果的な食育の推進を検討するため、令和５年度の「さいたま市健

康づくり・食育推進協議会」及び「さいたま市さいたま市健康づくり推進会議」において取りまとめた資料をもとに作成しました。市民一人ひとりが、生

きていく上で欠かせない大切な“食”について、正しい知識をもち、考え、実践し、伝えていけるよう、さいたま市の食育を推進していくための資料とし

て、ご活用ください。 

＜冊子の見方＞ 
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関係団体、地域・市民、行政等が、対等な立場で

連携を図りながら協力して取り組んだ場合は ○  

食育の目標 “さいたま市５つの「食べる」” （裏表紙うら参照） の 

各項目について、講話・実習・体験・啓発等を行った場合は ○   

対象としたライフステージに ○ 

食育の目標 “さいたま市５つの「食べる」” で ○をつけた項目 

について、市民がどう変化したか等、取り組んだ成果を記載 

改善すべき点、検討が必要な点等について記載 

（終了となる事業については、その理由を記載）  
実施した内容を記載 

写真や資料を掲載 



令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（人間総合科学大学） 別紙様式

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

取組の成果

過去に対象となる高校生の食生活調査を実施したおり、その結果を紹介することで、より一層興味をもって聞いてもらえた。

　事業の対象者

高校生

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

埼玉県立高等学校

　取組の内容

高校の「栄養」の授業内で講義を実施した。
家庭科の教科書の記載内容に連動しながら新しい情報を取り入れ、一日三食規則正しい食事の重要性を強調した。

　
分
野
別
の
目
標

高校生の食事

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

高校生に自分の食生活を見直してもらい、一日三食規
則正しい食事の重要性を理解することを目標とした。
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（人間総合科学大学） 別紙様式

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　取組の成果

一般市民に参加していただき、食と健康の知識の普及啓発の一助となった。

　事業の対象者

本学学生、一般市民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

　取組の内容

本学の学術ネットワークを活かしたバラエティ豊かな講師たちが、講演やパネルディスカッションなどを行う公開講座。
人間総体の理解をめざし、「こころ」「からだ」「環境・社会」の3つの分野からアプローチを続けてきた本学が、「生きるとは」
「人間とは」という根源的なテーマを、最先端の科学や、あるいは臨床の最前線の問題を取り上げながら、毎回興味深く解
説した。

2023年度のテーマの一例には、「QOLと食事」、「腸内細菌と健康」、「おいしく減塩」等について実施した。

2021年度より、YouTubeでの配信も行っている。

　
分
野
別
の
目
標

生涯学習公開講座

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

「生涯学習公開講座」の名前の通り、生涯を通して様々
な学習を継続している地域の市民や社会人を対象とし
た公開講座でもあり、本学の学生に加えて一般の市民
の方々にも参加していただき、学内外の知を結集して、
現代社会に役に立つ「心身健康科学」「人間総合科学」
を柱に講座を展開して提供する、生涯学習のためのユ
ニークな特別プログラムである
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（人間総合科学大学） 別紙様式

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

取組の成果

・情報発信により本事業の取り組み、例年に比べ当該商品の告知を広く行うことができた。
・購入後アンケート結果から「大学生が販売していた」という点が良かった。
・市民の食生活習慣改善による健康増進、健康寿命の延伸に貢献できた。
・24時間販売可能な商品を開発したことで、消費者が適塩商品を継続的に利用することが可能となった。
・本学学生を「食・栄養・健康」に関するスペシャリストに養成することに繋がった。
・本活動が、企業、大学が一体となった取り組みとしてモデル化することで、市民の「健康」への関心が高まるとともに、新たな情報発信
インフラにより、市民のＱＯＬ向上、新たな中食産業創出に繋がった。
・新型コロナウイルスにより苦戦する飲食店の来店動機創出に繋がった。

　事業の対象者

市民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま商工会議所

　取組の内容

１.テイクアウト可能な適塩店舗メニュー・製品の開発・販売
新型コロナウイルスによる外食産業、消費者への影響ならびに市民への健康増進を考慮し、テイクアウトも可能なナトカリ
調味料を使用した適塩メニューを共同開発し、販売した。

２.２４時間購入可能な適塩冷凍餃子の開発・販売
　　新型コロナウイルスによる外食産業、消費者への影響ならびに市民への健康増進を考慮し、２４時間販売が可能な適
塩冷凍餃子を共同開発し、販売した。

３.低糖類和菓子の開発、販売
新型コロナウイルスによる外食産業、消費者への影響、市民への健康増進を考慮し、糖アルコール（エリスリトール）、食
物繊維（寒天、果物など）を利用し、従来製品より糖類を抑えた低糖類和菓子の開発、販売を行った。

４，積極的な情報発信
　本学各種SNSによる情報発信をメインに行った。
　Instagram：https://www.instagram.com/uhasj2000/
　Twitter：https://twitter.com/uhasjapan
　Blog：https://blog.human.ac.jp/

　またTV,ラジオ、新聞において本事業の取材申し込みがあったため、それらを積極的に引き受け本事業の発信に努め
た。

　
分
野
別
の
目
標

さいたま健康増進プロジェクト

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

家庭での美味しい健康食開発のために必要な情報を
web上で発信することにより、家庭での食を通じた健康
維持・増進を目指す
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（人間総合科学大学） 別紙様式

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

取組の成果

食品ロス対策を目的としたレシピを考案した学生達は、SDGsについても掘り下げて関心を抱くようになった。「食品ロス対策全国大会in
さいたま」に来場された方々や、他のブースに出展された方々と意見交換をすることで、双方の視野を広げ、様々な情報を得ることがで
きた。保育園においては、食品ロスについて園児に知ってもらう機会となり
保護者にはあらためて認識していただく機会となった。

　事業の対象者

市民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市保健福祉局

　取組の内容

　
分
野
別
の
目
標

食育を実践しようプロジェクト

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

さいたま市保健福祉局保健部健康増進課と連携し、食
品ロス削減対策を目的とする
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第2次）に関する事業の取組事例（さいたま市私立保育園協会）

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　取組の成果
・今年度もさいたま市保育課と共催で講習会を開催することができた。
・対面での講習会が再開となり、多くの職員に参加いただくことができた。　　　　　　　・
「離乳食の進め方」については、基礎的なことから保護者支援について学ぶことができ
た。保護者が負担にならないような言葉掛けの仕方や、3食しっかりと食べること（特に
朝食の必要性）等について学び、継続して保護者支援を行うことができた。
・調理講習会再開により地場産物（さいたま市産米）を取り入れて行うことができた。

新型コロナウイルスが5類に引き下がったため対面での講習会が再開となった。　　　

　事業の対象者

さいたま市認可保育所栄養士・調理師・保育士　等

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市こども未来局子育て未来部保育課

　取組の内容

　
分
野
別
の
目
標

・「地場産物を用いた献立」「アレルギーフリーの献立」
の調理講習会の開催
・「離乳食の進め方」の講習会の開催

Ⅰ　若い世代
から、健康づ
くりを意識した
生活スタイル
の獲得

Ⅱ　地域の環
境や社会資
源を活用した
健康づくり

・地場産物を積極的に活用していく。
・食物アレルギーについての正しい知識を習得し、保育
所で正しく対応する力を身に付ける。同時に保護者支援
も行っていく。
・離乳食の正しい進め方を学び、乳児期の頃より食事の
楽しさや一日3食バランスよく食べることの必要性を学
び、継続して保護者支援を行っていく。
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（埼玉県栄養士会） 別紙様式

　事業名 重点目標 １　がんの予防と早期発見の推進

２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

参加人数は5～15名程度
毎月参加されている方もいらっしゃる。サロン的な役割も果たしている。

　事業の対象者

さいたま市民および埼玉県民

　取組の成果

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

埼玉県栄養士会独自

　取組の内容

浦和区を中心に開催（栄養士会の事務局を会場とするため）
食事（栄養）の状要請を知ってもらいながら、身近なところで栄養相談などを気軽に聞ける場所を提供している。
・栄養に関する講話30分程度
・無料栄養相談
・骨密度測定 など

各回テーマ（予定含む）
第１回　　４月5日（水）認知症を予防しよう！（楽しく脳トレ）
第２回　　６月7日（水）食中毒に気をつけよう
第３回　　７月5日（水）熱中症にならないために
第４回　   ８月5日（土）“栄養の日”のイベント
第５回　   ９月6日（水）上手な食材のストック方法
第６回　１０月4日（水）腸内環境を整えて免疫力アップ
第７回　１１月1日（水）血糖値が高めの方のかたへ
第８回　１２月6日（水）上手なたんぱく質の摂り方
第９回　　２月7日（水）骨粗しょう症を予防しよう！
第10回　  ３月6日（水）日本人のためのがん予防法

　
分
野
別
の
目
標

市民公開講座

科学な根拠に基づく食と栄養の指導や支援を通じて、県
民の公衆衛生の向上に寄与する

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（埼玉県栄養士会） 別紙様式

　事業名 重点目標 ３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

さいたま市健口教室

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

高齢期の栄養・口腔機能について知り、フレイル（虚弱）
予防などについて学ぶ

　取組の成果

市内10区で開催
日ごろの健康と食事についての意識が高まったとの声が多く聞かれた。

　事業の対象者

さいたま市民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市、埼玉県歯科衛生士会

　取組の内容

さいたま市、埼玉県歯科衛生士会と連携し、1クール3回、2クール実施。
介護予防のための食事・栄養についての講話。
（内容）
1.フレイルについて
2.フレイルを予防しましょう
3.低栄養を予防する食事のポイント
4.水分を上手に摂りましょう
5.おいしく減塩！
6.口腔機能低下と栄養（食事）
7.簡単レシピで栄養アップ！
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま商工会議所） 別紙様式

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

６　睡眠と休養の確保、ストレスの解消

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

（１）生活習慣改善・定着事業
（２）会員事業所向け健康診断の実施
（３）メンタルヘルス検定の実施

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

（１）減塩・適塩の周知による市民のQOL向上
（２）会員事業所従業員の健康増進
（３）活力ある職場づくり、健康経営の実践支援、
      働く人の心身不調の未然防止

　取組の成果

（１）令和４年度の「ナト・カリ調味料」を活用した商品開発事業所３社、３商品の開発と販売。

（２）令和４年度の会員事業所向け ①健康診断２５５事業所、１３３８名　　②PET健診２５事業所、７４名　　③ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸｻｰﾋﾞｽ２９５名

（３）令和４年度のメンタルヘルス・マネジメント検定受験申込者数３７５０名

　事業の対象者

市民、会員事業所の従業員等

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

（１）適塩・血圧対策推進協議会、協定締結先の大学、会員事業所
（２）浦和医師会、大宮ｼﾃｨｸﾘﾆｯｸ、ﾚｲﾝﾎﾞｰｸﾘﾆｯｸ、川口総合病院
（３）大阪商工会議所

　取組の内容

（１）「ナト・カリ調味料」を使用した共同商品開発
・会員事業所と人間科学総合大学との協同により「ナト・カリ調味料」を使用した適塩商品を開発し、 販売した。
・適塩の普及啓発を目的に適塩取扱店（サポーター）登録の拡大と紹介等を行っている。
・地元の農作物を使用した適塩商品の開発と販売。

（２）会員事業所向け健康診断の実施
・指定の健診機関で、一般的健康診断、生活習慣病健診、人間ドッグ、PET健診が受信できる

（３）メンタルヘルス・マネジメント検定試験の実施
・毎年３月と１１月に試験を実施。

（４）健康経営に関する啓発活動
・当所として健康経営優良法人の認定を受けている。
　また、会員事業所に対して健康経営の実践に向けた普及・啓発活動を推進している。
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（NPO法人浦和スポーツクラブ） 別紙様式

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

５　積極的な身体活動と運動習慣の形成

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

皆なのスポーツ・健康フェア

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

健康づくりに自ら取り組む住民を増やして元気な地域に
することを目指す。

　取組の成果

残暑が厳しい中、300名ほどの参加があった。
領家１丁目自治会の協力が得られた。

　事業の対象者

主に市内在住の子供から高齢者

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

浦和駒場体育館、浦和区スポーツ振興会、浦和東部地区元気アップネットワーク、NPO法人Remind、福岡整形外科、埼玉県年金委員
会、さいたま市ディスコン協会、よこかわ出張専門治療、埼玉市ソフトバレーボール連盟、埼玉県アメリカンフットボール協会、埼玉ライ
オンズ（車イス、バスケットボール）、領家1丁目自治会、領家1丁目太鼓保存会、南箇寿会

　取組の内容

日時：令和５年８月27日　９時半から17時
場所：浦和駒場体育館
内容
・健康チェック・・・骨密度、体組成、握力、柔軟性など
・相談コーナー・・・運動、栄養、食事、リハビリ、口腔、年金など
・体験コーナー・・・スポーツ鬼ごっこ、ボッチャ・ディスコン、親子テニス交流、ヨガ、健康体操、スラックライン、
　　　　　　　　　　　　キッズテニス、テニス交流会、ソフトバレー・フラバールバレー、フラッグフットボール、
　　　　　　　　　　　　のびのび広場体験
　★車イスバスケットボール体験
　★大盆踊り大会
　★印１つと、他のプログラム１つ以上参加で飲み物＋お菓子プレゼント

令和５年11月26日にも今年度２回目を開催
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（NPO法人浦和スポーツクラブ） 別紙様式

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

月刊うらすぽ発行

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

スポーツ・運動などをとおした健康・交流を促進するた
め、関連する情報を地域の方々に伝える。

　取組の成果

定期的な配布により、クラブ主催のイベントやプログラム、元気アップサロンなどの認知の向上と参加者の増加につながっている。

　事業の対象者

地域住民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

浦和東部地域元気アップネットワーク、スマイルハウス浦和、管理栄養士

　取組の内容

発行頻度：毎月1回

発行部数：1100部

仕様：Ａ３両面カラー

内容：
　　　・浦和スポーツクラブが実施しているスポーツや運動プログラムのお知らせ
　　　・管理栄養士によるアドバイス
　　　・運動や健康に関する情報
　　　・元気アップサロンの開催予定と実施報告

配布先：クラブ会員、周辺公共施設（公民館、体育館など）、協力事業所、元気アップサロン参加者
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま市食生活改善推進委員協議会） 別紙様式

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

１．10区合同リーダー研修会、リーダー研修会、
　　グループ伝達講習会
２．委託事業（日本食生活協会、埼玉県、各区公民
　　館）
３．食育推進事業

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

地域における食育推進の担いとして健全な食生活を実
践伝達を実施する食育活動の輪を広げていく。

　取組の成果

地域市民、会員の協力を得て、新型コロナ感染防止に準じ事業を推進してきました。年間を通して食中毒多発の中注意喚起でき、食の
安全安心を提起できた。委託事業多く生活習慣病予防の必要性について若者世代から高齢者世代までに適正体重を維持しましょう
等々食を通しての健康づくりの輪を広げられた。

　事業の対象者

会員、市民（学童から高齢者）

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市保健所地域保健支援課、さいたま市役所保健衛生総務課、各区保健センター、各区公民館

　取組の内容

1     「食品衛生について」と食品衛生法に基づいてさいたま市保健所食品衛生課職員の講義、食中毒はどうして防げる？
のと食中毒の事例を列挙、それについてどの様にしたら防げるか各予防と処置の方法、告知、食中毒予防３原則菌を「つ
けない・増やさない・やっつける」の正しい知識を身につけ、健やかな食生活を送りましょうと日々の予防厳守の大切さを受
講。長寿のための食事学は高血圧予防や管理に栄養成分表示を活用し減塩に努め、外食中食の際はスマートミール（バ
ランスのとれた食事「健康な食事、食環境」認証店舗があると伝え、外出の際は注視をと伝えました。親子の食育、生活習
慣病予防（高血圧予防、糖尿病予防、脂質異常症、フレイル予防）行事食について、レシピ、講義を会員に伝達できまし
た。一部調理実習を再開しました。
２　若者世代の教室では県立大宮高校生徒対象に、健康的生活にはバランスのとれた生活習慣と食生活を心がけ、BMI
で適正体重、肥満度チェックをし適正体重を維持しましょうと伝え、調理実習となりました。働き世代の教室は30代40代の
参加もあり、バランス食の大切さを知り、今後食事、健康づくりの参考にしますと感想でした。夏休み子供クッキング2件、
親子料理教室3件共に応募多数で、人数制限もあり、今後の課題。夏休み育ち盛りの子供のおやつ作り、子どもと共に話
し合ってコミュニケーションを深め、折々に一緒に作ります。また開催をと要望がありました。生活習慣病予防のための食
生活改善支援事業では課題多数順次進行し特定健診の必要性、メタボリックシンドロームの説明と係る予防については
適正体重とBMI肥満度チェックをし適正体重維持にバランスガイドを活用してくださいと説明しました。また、献立の味噌汁
を塩分測定器で測定。薄味を確認し６ｇの塩を表示、舌と目で塩分を確認してもらい、食材については一部地元農家さんよ
り調達し地産地消に寄与できました。公民館文化祭は３館の協力でした。（おしるこ、甘酒、焼き芋、五目御飯の提供）
３　生活習慣病予防教室：（高血圧予防３件（内1件は1月25日開催予定）バランス食（1月29日予定））
　　高齢者食育　　　　　　：（フレイル予防２件（１２月１３日予定、１月２４日予定）高血圧予防減塩では１日あたり食塩摂取
量目標量は、男性７．５ｇ未満、女性６．５ｇ未満で世界保健機関（WHO）では５ｇ目標です。現在は食塩摂取量の目標値に
は達していません。徐々に塩分使用量を減らし薄味に慣れて美味しく感じるようになりますと伝え、酸味や香味野菜を活用
し減塩の献立に思いのほか減塩を感じずに食しましたと評価でした。
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令和５年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま市歯科医師会　） 別紙様式

　事業名 重点目標 ３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

健口づくり交流会

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

高齢者にお口の健康に興味を持ってもらうこと

　取組の成果

講和と体操の実演でお口の健康について興味をもっていただいた。また交流会では直接参加者から歯科医
師、歯科衛生士、栄養士にお口や食事に関する質問があり、説明や指導など個別に行え参加者によく理解し
ていただけました。

　事業の対象者

健口教室の参加者

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

（公社）埼玉県歯科衛生士会　　　　（公社）埼玉県栄養士会

　取組の内容

お口の健康体操などを実際に行い、自宅でも行えるように指導
お口の健康について歯科医師・歯科衛生士の講和、栄養について栄養士の講和を行います
参加者と歯科医師、歯科衛生士、栄養士７～８人ごとにグループになり交流会を行う。

○ ○ ○ ○

朝

食

（
重

点

）

食
生

活

バ

ラ

ン

ス

共

食

（
重

点

）

行

事

作

法

三食しっかり いっしょに楽しく 確かな目をもって まごころに感謝 食文化や地の物

行

事

食

・

郷

土

料

理

協

働

（
重

点

）

食

の
安

全
・

食
中

毒

食

品

表

示

食

料

備

蓄

感
謝

・

あ

い

さ

つ

資

源
・

環
境

農

林

漁

業

6



さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

さいたま市食
育なび

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育を実践
しようプロ
ジェクト

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５つの「食べ
る」の推進

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎年１０月は
朝ごはんを
食べよう強
化月間
（重点プロ
ジェクトの推
進）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

各ライフス
テージにお
ける食育の
推進

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食の安全・安
心市民講習
会の開催

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）

さいたま市食育なび　QRコード

三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

さいたま市食育なび　QRコード（食育取組事
例集）

生活衛生課

対象：市内在住、
在勤、在学中で
18歳以上の方

受講者数：32人

回数：6回

実施日：①令和5年5月31日②令和5年7月13日③令和5年8月30日④
令和5年10月12日⑤令和6年1月17日⑥令和6年2月28日
場所：①②③大宮区役所④浦和コミュニティセンター⑤コープデリ商
品検査センター⑥埼玉会館
内容：①食品の安全性の考え方、さいたま市の食の安全確保対策、
食中毒予防と衛生管理1、実習②食中毒予防と衛生管理2、食品添加
物の役割とその安全性、食品衛生課の業務（市の食品監視指導）③
食中毒予防と衛生管理3、農薬の安全確保のための正しい農薬の知
識、さいたま市の食品等検査業務④食中毒予防と衛生管理4、食品
表示制度、食肉の安全確保対策⑤施設見学⑥食中毒予防と衛生管
理5、食の安全情報の付き合い方について

19人が受講修了した。

講習会を欠席した方へのフォ
ローとして紙資料の郵送を
行っているが、電子メールを
使用するなど電子化を進め
る必要がある。

保健衛生総
務課

対象：市民

実施日：通年
場所：市内
内容：・保健衛生総務課の上記の各取組で、ライフス
テージに応じた食育の普及啓発に取り組んだ。
・「さいたま市食事バランスガイド３～５歳児向け」リーフ
レットを増刷し、保育施設、幼稚園等へ配布した。
・認可保育所、幼稚園の食育の取組事例をまとめ、「さ
いたま市乳幼児期における食育取組事例集」を作成
し、「さいたま市食育なび」に掲載した。

認可保育所、幼稚園、認定こ
ども園へ配布し、食事バラン
スガイドの活用を図った。

高齢期を対象とした食育に
ついて、関係課と連携した取
組を検討する必要がある。

保健衛生総
務課

対象：市民

実施日：10月
場所：市内
内容：朝食摂取促進のためリーフレットを作成した。リー
フレットは、公立保育園のすべての児童の保護者へ配
布したほか、私立保育園、幼稚園、認定こども園、市立
小・中・高・中等教育・特別支援学校、公共施設等へ配
布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、スマートウエルネス
さいたまNEWS等に朝食摂取に関する啓発記事を掲載
した。

リーフレットの配布を公立保
育園等市内公共施設にご協
力いただいたり、啓発記事を
スマートウエルネスさいたま
NEWSに掲載したりすること
で、朝食欠食の多い若い世
代・働き盛り世代にアプロー
チできた。

啓発だけでなく、市民の行動
変容につながるよう、外食・
中食等の事業者と連携した
取組を検討する必要がある。

保健衛生総
務課

対象：市内に住
所を有する、また
は市内大学に在
学する大学生

実施日：通年
目的：第３次さいたま市食育推進計画に基づき、食育活
動の企画・実践を行う人材を育成し、ライフステージの
各段階に応じた食育の普及啓発を図る。
内容：（１）食育に関する講義やグループワーク。
（２）市が実施する食育関連事業への協力の調整。
（３）大学生による主体的な食育活動の企画・実践の支
援。

人間総合科学大学の学生が
作成した「食品ロス削減」を
テーマとしたレシピを、「朝ご
はんを食べよう強化月間」
リーフレットに掲載。市内公
共施設、保育園、学校等に
配布した。

今後も継続して学生と共に食
育について検討し、事業を展
開していく必要がある。

保健衛生総
務課

対象：市民

実施日：通年

場所：ウェブサイト
http://www.saitamacity-shokuiku.jp/

内容：食育の基礎知識、学校や保育園の給食レシピ、
食品ロス削減、地産地消、食中毒予防、食育取組事例
などの情報を発信した。

アクセス数が増加した

令和２年度　189,552件
↓
令和３年度　245,600件
↓
令和４年度　258,778件

サイトのさらなる周知に努
め、より多くの市民に食に関
する情報を届ける。
また、繰り返しアクセスしてい
ただくためには、掲載内容を
充実させる必要がある。

保健衛生総
務課

対象：市民

実施日：食育月間（6月）、食育の日（毎月19日）等 通年
場所：市内
内容：・年度重点目標“三食しっかり食べる”をテーマに
小学生が描いた絵をデザインしたポスターを作成し、保
育施設、教育機関、公共施設等へ配布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、民間の会報誌等に
食育に関する啓発記事を掲載した。

小・中学生が食育推進に関
するポスターを描くことは、望
ましい食生活について考える
機会となっている。
民間の会報誌等にも啓発記
事を掲載し、食に関する課題
の多い若い世代・働き盛り世
代にアプローチできた。

啓発だけでなく、市民の行動
変容につながるよう、外食・
中食等の事業者と連携した
取組を検討する必要がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

食の安全市
民ネットワー
ク会議の開
催

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

食の安全
フォーラムの
開催

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民サロン
の開催

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

夏の食中毒
予防対策強
化期間の実
施

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

冬の食の安
全注意報事
業の実施

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

食の安全委
員会、食の
安全対策会
議の開催

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

参加者から食の安全に対す
る理解が深まったとの感想
が得られたが、より幅広い年
齢層の参加者を募るため、
オンライン開催を検討する必
要がある。

生活衛生課

対象：食の安全・
安心市民講習会
の修了者

委嘱者数：73人

回数：2回

実施日：①令和5年8月16日②令和6年3月19日
場所：①大宮区役所②東京都薬用植物園
内容：①情報提供、活動報告、意見交換②施設見学

①17人②13人が参加した。

委嘱年数が長期化している
ため、ネットワーク推進員の
活動を内容を精査しその在り
方を検討する必要がある。

生活衛生課
対象：市民

実施日：令和5年7月～8月

内容：街頭キャンペーン、電子媒体を用いた食中毒予
防キャンペーン、市報を通じた注意喚起、市内学校へ
の啓発、食肉等の処理・販売・提供等を行う施設や高
齢者、若齢者等の抵抗力の弱い者を対象とした食事を
提供する施設の監視指導

電子媒体による啓発を行っ
たことにより、情報発信の効
率化、活用の自由度も上昇、
紙の削減につながった。

情報を発信するだけではな
く、発信した結果どのような
効果が得られたかということ
も視野に入れて実施していく
必要がある。

生活衛生課

対象：市内在住、
在勤、在学中の
方

定員：30人

回数：１回

実施日： 令和6年1月26日
場所：埼玉会館
内容：知って美味しい！「街のお店の食品衛生」

24人が参加した。

身近な飲食店の衛生管理に
ついてをテーマとして開催
し、参加者から食の安全に対
する理解が深まったとの感
想が得られたが、より分かり
やすい資料作りのため講師
をサポートする必要がある。

生活衛生課

対象：制限なし

定員：①50人②
100人

回数：2回

実施日： ①令和5年11月1日②令和6年3月12日
場所：①②浦和コミュニティセンター
内容：①知っておきたい食品表示と食品安全②輸入食
品の安全性

①59人②47人が参加した。

生活衛生課

【食の安全委員会】
参加者：委員を委嘱
された方
人数：13人
回数：4回

【食の安全対策会議】
参加者：庁内関係課
所長
人数：10人
回数：3回

【食の安全委員会】
実施日：①令和5年5月16日②令和5年7月25日③令和5年11月
10日④令和6年1月31日
場所：①④大宮区役所②（株）河村屋　大宮本店③埼玉会館
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針ア
クションプランについて、食品衛生監視指導計画について
【食の安全対策会議】（書面開催）
実施日：①令和5年4月27日②令和5年10月13日③令和6年1月
18日
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針ア
クションプランについて、食品衛生監視指導計画について

市民の食の安全確保に向け
て、食の安全に関する情報
共有や意見交換を行い、食
の安全基本方針アクションプ
ランや食品衛生監視指導計
画に反映した。

今後も国や他の自治体の動
向を注視しながら、活発な意
見交換を行い、施策に反映し
ていく。

生活衛生課
対象：市民

実施日：令和5年11月～12月

内容：街頭キャンペーン、電子媒体を用いた食中毒予
防キャンペーン、市報を通じた注意喚起、市内学校へ
の啓発、社会福祉施設等を所管する庁内関係部署へ
の周知

電子媒体による啓発を行っ
たことにより、情報発信の効
率化、活用の自由度も上昇、
紙の削減につながった。

情報を発信するだけではな
く、発信した結果どのような
効果が得られたかということ
も視野に入れて実施していく
必要がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

食の安全基
本方針アク
ションプラ
ン、食品衛生
監視指導計
画の策定

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホームペー
ジ、食育なび
及びSNSを
利用した市
民への情報
提供

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

健口教室
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

健康づくり協
力店普及促
進事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育に関す
る情報の配
布、掲示の
協力

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

単独型子育
て支援セン
ターでの食
育に関する
事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

生活衛生課
対象：市民

【食の安全基本方針アクションプラン】
令和5年度アクションプランを6月に策定した。
令和6年度アクションプラン（素案）の令和6年度目標の
作成。

【食品衛生監視指導計画】
令和6年度年度計画（案）について12月1日から12月28
日まで意見募集を実施。
御意見を踏まえた上で、3月に計画を策定。

食の安全委員会、食の安全
対策会議及び意見募集で得
られた意見を反映し、策定す
ることができた。

今後も国や他の自治体の動
向を注視しながら、策定を進
めていく。

いきいき長
寿推進課

対象：市内在住で、
65歳以上の方

実施回数：区ごとに
年２コース、１コー
ス３日間開催

参加者：307人

実施日：区ごとに会場及び日時を設定

場所：公民館等

内容：高齢期の栄養や口腔機能、フレイル予防などを、
全3回の教室で学びます。

講師：埼玉県栄養士会等から派遣

栄養士による高齢期の食生
活やオーラルフレイルに関す
る講義に加え、食事バランス
シートのチェックとフィード
バックを行う個別支援も含め
た教室を実施した。

子育て支援
課 のびのびルーム

利用者

実施日：不定期
場所：各のびのびルーム
内容：食育に関する情報の配布、掲示

例年は離乳食や幼児向けの食
育に関する冊子やチラシの配
布、ポスター等の掲示の依頼が
あった際に、0～2歳児までの親
子が利用する「単独型子育て支
援センター」や「のびのびルー
ム」で配布・掲示協力していた
が、令和５年度は依頼が無かっ
たため、掲示等の協力は行わな
かった。

放課後児童クラブの空き時
間を開放するという事業の性
質上、ポスター等の掲示につ
いては難しい場合がある。

地域保健支
援課 対象：健康づくり

協力店指定店舗
98店舗

実施日：通年
場所：さいたま市内
内容：　新規指定、指定店舗巡回、状況確認アンケー
ト、ポスター作成、市ウェブサイト・ポスターによる情報
発信等

・指定店舗が3店舗増加(新規指
定7店舗、辞退4店舗)し、市民に
健康情報を発信することが出来
た。
・健康づくり協力店を紹介するポ
スターを作成し、各区保健セン
ターに掲示した。
・市ウェブサイトとポスターを通し
て本事業を広く周知したことで、
指定店舗のPRにつながった。

・指定店舗がバランスメニューの
提供や健康情報の発信を適切
に実施できるよう支援する必要
がある。
・健康づくり協力店を利用する市
民を増やすため、健康づくり協力
店のPRを引き続き行う必要があ
る。
・市民の健康づくりのための食
環境を整備するため、指定店舗
数を増やす必要がある。

参加者からは講座内容に一
定の満足度を回答いただい
ている。他方で、高齢者のみ
の世帯や単身世帯が増えて
いることもあり、単身高齢者
向け料理の具体的な調理方
法やレシピ等を知りたいとの
要望もある。引き続き参加者
の声も参考にしながら、講座
の充実を図っていく必要があ
る。

生活衛生課
対象：市民

実施日：随時

内容：食の安全に関するお知らせや、食品衛生監視指
導計画に基づく監視状況等を掲載。

遅滞なく掲載できた。

今後も継続して情報を掲載し
ていく。
ホームページの整理を行う
必要がある。

子育て支援
課 単独型子育て支

援センター利用
者

実施日：不定期
場所：各子育て支援センター
内容：離乳食教室、ブルーベリー摘み、じゃがいも掘り、
里芋堀りなど各支援センターで内容を決定し実施

・単独型子育て支援センター
１０か所すべてで、育児相談
（食事・栄養に関する相談を
含む）を実施した。
・食への関心を高める体験を
する機会を設けることができ
た。

畑を持つなど、それぞれの支
援センターの特徴を生かした
講座やイベントを引き続き実
施する。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

さるはなキャ
ンプフェスタ・
親子のつど
い

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ―

三橋児童セ
ンター
「離乳食講
座」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

植竹児童セ
ンター
「栄養士によ
る離乳食講
話」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ―

天沼児童セ
ンター
「管理栄養士
講話」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

天沼児童セ
ンター
「やきいも
パーティ」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天沼児童セ
ンター
「みんなで
クッキング」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

天沼児童セ
ンター
「非常食を食
べてみよう」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮原児童セ
ンター
「おにぎらず
とスープ」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

宮原児童セ
ンター
「栄養士さん
による食育
講話」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

植水児童セ
ンター・植水
地区社協共
催
「すくすく教
室」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

【本郷児童セ
ンター】じゃ
がいもほり

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【本郷児童セ
ンター】乳幼
児向け食育
講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

11



さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【片柳児童セ
ンター】デイ
キャンプ

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ―

【片柳児童セ
ンター】
ティーンズ
クッキング

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【片柳児童セ
ンター】クッ
キング

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ―

【春野児童セ
ンター】
離乳食講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【春野児童セ
ンター】食育
講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【馬宮児童セ
ンター】
離乳食講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

12



さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【馬宮児童セ
ンター】野菜
を育てて収
穫しよう

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ― ― ― ―

【馬宮児童セ
ンター】食育
講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ―

【文蔵児童セ
ンター】
食育講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【文蔵児童セ
ンター】
楽しくつくろう
～クッキング
～

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

【浦和別所児
童センタ－】
食育講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【浦和別所児
童センタ－】
食育講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （終了） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【与野本町児
童センター】
離乳食講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【与野本町・向
原・大戸・大久
保東児童セン
ター】　　中央
区・桜区合同
中高生料理教
室

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【向原児童セ
ンター】親子
であそぼう0
才「食育講
話」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○

【与野本町児
童センター・向
原児童セン
ター・大戸児
童センター合
同】おいもほり
に行こう！

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―

【向原児童セ
ンター】おい
もほりへ行こ
う！

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （新規） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―

【大戸児童セ
ンター】
ハイハイサロ
ン「離乳食講
話」

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

14



さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【大久保東児
童センター】
栄養士によ
る講話

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【大久保東児
童センター】
中高生の卒
業を祝う会

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【岩槻児童セ
ンター】わく
わくクッキン
グ

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

【岩槻児童セ
ンター】土曜
クッキング

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

【岩槻児童セ
ンター】こど
もかふぇ

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

【岩槻児童セ
ンター】デイ
キャンプ

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【岩槻児童セ
ンター】中高
生クッキング

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【仲本児童セ
ンター】
仲本ファーム
プチトマト栽
培

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

【仲本児童セ
ンター】
食育あそび

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【仲本児童セ
ンター】
学生ボラン
ティア食育あ
そび

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【尾間木児童
センター】
アグリ講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ―

【尾間木児童
センター】
食育講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （新規） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

【尾間木児童
センター】
食育講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （新規） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【尾間木児童
センター】
食育のおは
なし

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【尾間木児童
センター】食
育コーナー

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

保育園での
食育

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食だよりの発
行

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公立保育園
併設型子育
て支援セン
ター（4園）お
よび子育て
談話室での
食育

朝
食

食
生
活

バ
ラ
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ス
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食
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作
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の
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全
・
食
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毒

食
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示
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子ども・青少
年育成課
（集計中）

保育課栄養士による保育園での食育の様子
（さいたま市立西堀保育園）

保育課

対象：公立保育
園の保護者、食
育なびの閲覧者

実施回数：年3回
発行

場所：公立保育園へ通う児童の保護者へ配布、食育な
び上へ掲載
内容：季節ごとの食に関する情報発信、栄養・食育・衛
生についての情報発信等

保育課栄養士より、公立保
育園の保護者へ食に関する
様々な情報を発信することが
できた。
また、食育なびへ掲載するこ
とでより広く発信することが
期待できる。

保育課栄養士が主導となり
発信する内容を決めている
が、保育園や保護者の知り
たい内容を発信できるとよ
い。

保育課

対象：公立保育
園に通う児童、そ
の保護者

実施回数：85事
例

場所：各公立保育園
内容：
・公立保育園が食育年間計画を作成し、保育士等が実
施した食育が60事例。保育課栄養士が公立保育園に
出向いて実施した園児向けの食育が25事例。
・給食で提供している献立のレシピを作成し、配布。（行
事食等のレシピ24種類）

令和5年度に発行した食だよりの内容
・春号：公立保育園の給食、食育、旬の食材
と行事食の紹介
・臨時号：食中毒予防、手洗いの仕方につい
て
・夏号：家庭でできる脱水症予防、夏におす
すめのレシピの紹介

各園で作成した食育年間計画を
基に、子どもの月齢や発達に応
じた食育を実践することができ
た。
また、保護者向けに作成した給
食の人気レシピを配布を行い、
家庭の食に対する興味関心を高
めることができた。

園児向けの食育に比べて、
保護者向けの食育の機会が
少ないため、検討が必要。

子ども・青少
年育成課
（集計中）

子育て支援センターでの食育の様子

保育課

対象：公立保育
園併設型支援セ
ンター、公立保育
園子育て談話室
の利用者
実施回数：2事例

場所：公立保育園併設型支援センター(大砂土保育園、
西町保育園)
内容：乳幼児期の食生活についての講話、個別相談等

公立保育園の給食を媒体
に、食に関する情報を発信す
ることができた。1回あたりの
参加数を少なくし、1人1人の
栄養相談の時間をしっかり設
けることができた。

併設型支援センターの縮小
により、情報の発信及び相談
の方法について検討が必
要。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

食育なびに
て保育施設
における食
育活動の発
信

朝
食

食
生
活

バ
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ン
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食

行
儀
作
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食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育なびに
て保育施設
における給
食献立の発
信

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
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資
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食物アレル
ギー研修会
及び講演会

朝
食

食
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食
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作
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

九都県市首
脳会議廃棄
物問題検討
委員会
３Ｒ普及促進
事業

朝
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協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Saitama
Sunday Soup
（あまった食材、
スープにしちゃ
おう！日曜日は
食べつくスー
プ！）
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チームEat
All

朝
食

食
生
活
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協働 ○ （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

魚の
南蛮漬け

保育課

○エピペン研修
実施回数：5回
対象：市内保育施
設の職員
○食物アレルギー
講演会、研修会
対象：市内保育施
設の職員、保護
者、市民
参加者数：計377名

○エピペン研修会
場所：アナフィラキシー児やエピペン預かり児が在園している保育施設
内容：アレルギー対応についての講話、エピペン使用方法のデモンストレーショ
ン
○食物アレルギー講演会、研修会
実施日：①11月26日（日）②12月15日（金）
場所：①レイボックホール小ホール②浦和コムナーレ
内容：「食べて治す！子どもの食物アレルギー」研修
（講師：さいたま市民医療センター　小児科　診療部長
西本　創氏）

エピペン研修会は、食物アレルギー
についての講話とエピペン使用時の
流れを確認することで、基本的な知
識の習得を図ることができた。
また、市民公開講座として実施した
講演会と、保育施設職員を対象とし
た研修会をそれぞれ開催することで
参加者の理解度に合わせた情報の
発信ができた。

エピペンを預かっている保育
施設に対し十分に研修を実
施するために、エピペン研修
会の開催頻度の増加が必
要。

公立・民間保育園での取り組
みを食育なびで積極的に発
信した。これにより、保護者
を始めとして、園で行ってい
る食育活動の発信・共有が
できた。

今後も継続して発信してい
く。

「食育集会～お酢のチカラ～」を行いました！
(さいたま市立原山保育園)

保育課 対象：食育なび
の閲覧者

実施回数：1事例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で提供してる給食献立レシピの
紹介

食育なびで発信することによ
り、保護者を始めとして、保
育施設の人気メニューなどを
発信することができた。

今後も継続して発信してい
く。

保育課
対象：市内の保
育施設、食育な
びの閲覧者

実施回数：6事例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で行っている食育の取組の紹介

アレルギー研修会（12/15）の様子
（期限切れのエピペンを使った実演）

実施日：令和５年４月～
場所：九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、川
崎市、横浜市、千葉市、さいたま市、相模原市）域内
内容：食品ロス削減を含む省資源化を行う企業を支援す
る、「チャレンジ省資源宣言」を実施。ホームページで企業
の取組等を紹介している。また、令和５年10月から11月ま
で宣言企業の商品が当たるキャンペーンを実施。
そのほか、令和５年10月の食品ロス削減月間に合わせ、ラ
ジオCMにて広く周知するためFM Nack5で放送し、広報を
実施。

例年普及啓発活動を行って
いたイベントが減少している
中、ラジオCMにより普段食
品ロス削減について意識の
低い若年層や、日中に運転
など仕事や移動ででラジオを
聴いている市民をターゲット
に広く周知することができ
た。

対面でのイベントが再開しつ
つあるため、より現状に即し
て効果的なＰＲの方法をさら
に工夫していく必要がある。

資源循環政
策課

-

実施日：令和５年4月～
内容：食品ロス削減を呼びかけるため、パンフレット・動
画を通じ食品ロス削減につながる「買い方」と「冷蔵庫
整理術」を紹介したほか、あまった食材は日曜日にスー
プにして食べつくそう、ということを、レシピとともに提案
している。インスタグラムなどにもレシピを掲載中。
そのほか、令和５年４月から５月に連携企業の商品が
当たるプレゼントキャンペーンをインスタグラムにて実施
した。

　パンフレットはイベント等で配
布するほか各区の情報公開コー
ナーにも配置しており、おおむね
好評を得ている。
　またインスタグラム等を活用す
ることで双方向での啓発活動を
行うことができた。プレゼントキャ
ンペーンでは多くの方が参加し、
フォロワー数は１３０アップした。

　インスタグラムでは市民等
から投稿のあったレシピも掲
載している。さらなる投稿増
加のためにも、いっそうのＰＲ
が必要である。

資源循環政
策課 対象：九都県市

域内住民

資源循環政
策課

-

実施日：令和５年4月～
内容：食減ロス削減に取り組む企業と市が協働で食品
ロス削減を推進するチームを結成。市では企業の取組
の紹介等を実施。
令和５年４月に開催されたさいたま市民フェアでは、
チームEat All参加事業者と連携し規格外野菜を使用し
たベーグルを販売した。
食品小売事業者との連携では、棚の手前から商品をと
る「てまえどり」のポップを作成し、各店舗で掲示した。

令和６年３月末現在で４０の
事業者が参加。市ホーム
ページを通じ、広く市民に周
知している。

事業者の取組についてより
多くの市民に周知できるよ
う、PRを強化していく必要が
ある。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
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地の物
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さいたま市農
情報ガイド
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作成

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農産物ブラン
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ニーズ対応
型農業支援
事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食生活改善
推進員養成
講座

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

農業政策課
対象：市内在住
者

実施日：令和5年10月31日（火）、令和5年12月21日
（木）、令和6年1月19日（金）、令和6年2月8日（木）、令
和6年3月12日
場所：美園コミュニティセンター、片柳コミュニティセン
ター、与野本町コミュニティセンター、コミュニティセン
ターいわつき
内容：第1回「ヨーロッパ野菜でハロウィン料理」、第2回
「地場産野菜でおせち料理」、第3回「市内産の米粉を
使った料理」、第4回「ひな祭りにちなんだ料理」、第5回
「ヨーロッパ野菜を使った料理」

市内産の農産物を参加者に
PRすることができた。

テーマの見直しや参加者募
集の周知等を検討し、より魅
力的な講習会にしていく必要
がある。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：さいたま市内には、くわい・紅赤・さといも・小松
菜・木の芽など特色ある農産物が多く生産されており、
花や植木の生産も盛んである。これらの農産物自身を
ＰＲするとともに、加工品の開発・商品化を行い、市内農
産物の生産振興とその販路拡大を図った。

パレスホテル大宮、国際学
院埼玉短期大学と連携し、紅
赤を使用したスイーツの開
発・販売・ＰＲを行い、さいた
ま市産農産物の知名度を高
めることができた。

紅赤以外の地場産農産物に
ついても、引き続き取り組ん
でいく必要がある。

農業政策課
－

実施日：―
場所：西区・見沼区・岩槻区
内容：減農薬・減化学肥料栽培、有機栽培を行う生産
者団体に対し、環境保全型農業直接支払交付金の交
付による支援を行い、安心・安全な米・野菜の生産を推
進した。

環境保全型農業直接支払交
付金の周知により、取組団
体が１団体増え、全体の取
組面積も486aから776aに増
加した。

昨今、レンゲなどの種苗、資
材が高騰しており、事業継続
に支障が生じる可能性があ
る。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：農業情報を掲載した冊子の作成（23,000部）、配
布を行った。

市内農業の市民へのＰＲに
努めるとともに、地産地消の
推進を図った。

配布場所を工夫する等、冊
子のより効果的な利用方法
を検討する必要がある。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：消費者ニーズに対応した「欲しいものをつくる」
ニーズ対応型農業の支援を目的としていたが、需要を
確認できず、試験栽培等に至らなかった。

-

消費者ニーズに対しては、主
に既存の生産農家とのマッ
チングによる支援で解決を
図っていく。

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業

対象：食生活改
善推進員となっ
てボランティア活
動に参加できる
市民
実施回数：6日間
1コース
参加人数：50人

実施日：10月25日、11月1日、11月8日、11月22日、11月
29日、12月6日
場所：浦和区役所保健センター、大宮区役所、与野体
育館、与野本町コミュニティセンター
内容：講義、運動実技、演習

アンケート結果から講座の内
容はおおむね好評であった。
また14名の入会につながり、
養成講座の目的である新規
入会者の獲得につながった。

令和元年度と比較し入会率
が低かった。講座内での交
流会における活動説明等を
引き続き充実させたい。ま
た、若い世代の呼び込みも
課題であり、対応策を引き続
き検討していく。
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10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業 対象：食育なび

等の閲覧者

若い世代に向けた啓発資料（時短レシピ、組み合わせ
例等）を作成し、食育なび、市のホームページ（リンク）、
市報(区報)、SNS等で情報発信する。

工程が少なく、野菜摂取ので
きるレシピを3種作成した。若
い世代の目に留まるよう若い
職員や学生の意見を取り入
れ、画像を多く使用、一部動
画を作成した。3月に食育な
びへレシピ掲載。他部署所
属の栄養士へ情報提供をす
る。

今後、広報媒体や,時期によ
る閲覧数の推移を確認し、効
果的な啓発媒体を検討す
る。他所属栄養士へのアン
ケート結果から、使用場面や
対象について見直しを図る。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：積極的支
援対象者

回数等は区に
よって異なる。

実施日：区によって異なる
場所：各区保健センター
内容：前年度と同様

実績評価時の栄養・食生活
の状況は、8割以上が改善し
ていた。身体活動の改善の
有無に関わらず、栄養・食生
活の改善のあった者の方
が、体重・腹囲の減少者の割
合が高かったことから、栄
養・食生活を中心とした支援
は効果的であると考えられ
る。

次年度より計画が変更され、
アウトカム評価が導入され
る。それに伴い、より効果的
な保健指導が求められるた
め、新たな支援媒体の導入
や支援者のスキルアップが
求められると考える。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：食生活改
善推進員
実施回数：集計
中

ヘルスメイトが正しい食に関する情報発信を行うことが
できるよう、テーマに合わせたリーフレット、シナリオ、講
義手順、アンケートのパッケージを作成する。各支部
リーダー研修にてパッケージの活用研修及びフォロー
アップ研修を行う。

今年度テーマを「フレイル予
防の食事」とし、パッケージを
作成。4支部（浦和・大宮・中
央・岩槻）においてパッケー
ジの活用研修を実施したこと
で、ヘルスメイトのパッケージ
に対する理解を深めることが
できた。

次年度以降、ヘルスメイトが
パッケージを用いて市民へ
情報発信できるよう、各区に
おいて情報発信の機会を確
保する必要がある。また、市
民やヘルスメイトに対してア
ンケートを実施し、適宜パッ
ケージ内容の見直しを図る。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：4～5か月
児の保護者

実施回数：155回
参加人数：3644
人

実施日：区の状況に合わせて実施
場所：各区役所保健センター
内容：離乳食の進め方の講義と形状見本の提示等

安心して離乳食をすすめら
れるよう、形状見本の提示等
を交えて教室を実施。

各区の状況に合わせ内容や
定員を見直しながら実施。

実施日：区毎に設定
場所：各区保健センター等
内容：各区の状況に応じた、食生活改善推進員の育
成。

食生活改善推進員が、地域
で食を通じた健康づくり活動
を進められるように、各区の
状況に合わせた支援（研修
会の開催や活動へのアドバ
イス等）を実施した。調理実
習も一部再開した。

食生活改善推進員が地域で
の健康づくりを推進する担い
手として活動するために、地
域の健康課題を共有し、各
団体や組織等との橋渡しを
する等、必要な支援を行う。
会員数の維持を目指す。

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業

対象：市民

さいたま市健康づくり計画
（第４次さいたま市食育推進
計画）の推進を図る。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業 区の状況に合わ

せて、見直しを行
う。

実施日・場所・内容：各区の状況に合わせて実施
各区において実績評価、改
善をしている。

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

上の10食品群から1群で1点。毎日7点以上が目標です。今日から1週間チェックしてみましょう！ 

「さあにぎやかにいただく」は、東京都健康長寿医療センター研究所が開発した食品摂取多様性得点を 
構成する10の食品群の頭文字をとったもので、ロコモチャレンジ！推進協議会が考案した合言葉です。 

食品群チェックシート 合言葉は「さあにぎやかにいただく」！ 
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保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：主に初妊
婦とその夫や
パートナー等
回数等は区に
よって異なる。

区の実情や特性に合わせて企画した内容で実施。教室
名称や実施日、実施回数は区によって異なる。
妊婦へ妊娠中の食事のポイントや留意点についての講義を
実施。

妊娠中の食生活について講
義を実施。妊娠、出産が家族
で健康な食生活を営む機会
になるよう適塩についての啓
発を実施。

西区保健セ
ンター

西区保健セ
ンター 対象：区役所来

庁者 前年度と同様

・令和5年度から情報発信の
方法を掲示方式からモニター
を活用したデジタル方式に変
更。保健センター利用者の
他、区役所来庁者も気軽に
足を止めて掲示を見ている
方が多数見受けられた。

・時宜にかなったテーマや区
民に関心を持っていただける
ようなテーマを設定する必要
がある。

・参加者の教室参加後の行
動変容状況について把握す
る必要がある。

各区の状況に合わせ内容や
定員を見直しながら実施。

西区保健セ
ンター

対象：18歳～74
歳の市民
1回開催
７人

日程：11月14日（火）
場所：西区役所保健センター
内容：健康に関する講義、体脂肪・体組成測定

・アンケート結果より、「教室
の内容が生活習慣を見直す
きっかけになったと」回答した
者の割合が100%であったこと
から次年度の企画の参考と
したい。

対象：1歳6か月
以上3歳未満の
児の保護者
２回開催
①10人
②７人

北区役所保
健センター 対象：北区役所

来庁者

【階段クイズ】
実施日：①7月②9月③12月④3月
場所：北区役所東側階段
内容：①朝食②減塩③野菜摂取④バランスの良い食事の各
テーマに関するクイズの問題・解答の掲示、関連するリーフ
レットの配置
【3階エレベーターホール掲示】
実施日：6月、10月
場所：北区役所3階東側エレベーターホール
内容：食育および朝食についての啓発掲示、リーフレットの配
置

利用している市民に対し、食の
情報を発信することで健康に対
する意識を高めるきっかけづくり
を行うことが出来た。クイズの内
容については野菜の目安量など
具体的な内容とすることで通りす
がりでも情報を得やすいようにし
た。

引き続き幅広い世代の区民に対
して食育推進を目的とした普及
啓発を実施する必要がある。さ
いたま市健康づくり計画に則っ
て啓発内容の見直しを行う。

北区役所保
健センター

対象：プラザノー
ス来場者
回数：1回

実施日：令和5年9月1日（金）～9月5日（火）
場所：プラザノース1階　アトリウム
（1階総合インフォメーション案内付近）
内容：健康に関する展示を通じて、生活習慣病予防の
啓発をする（糖尿病予防の食事、朝ごはんの必要性等）

昨年度はコロナ禍であり感染症
の啓発を実施したが、今年度は
新型コロナウィルスが５類に移
行したため、感染症ではなく防災
にフォーカスを充てて啓発したた
め、災害備蓄についても啓発す
る機会となった。
介護高齢課にも声をかけ、協働
で幅広い世代に興味を持っても
らえるよう工夫して啓発した。

引き続き幅広い世代の区民に対
して食育推進を目的とした普及
啓発を実施する必要がある。さ
いたま市健康づくり計画に則っ
て啓発内容の見直しを行う。

実施日：①7月5日（水)、②12月21日(木)
場所：①植水児童センター、②西区役所保健センター
内容：幼児期の食生活について、おやつとむし歯予防
のポイント

・令和5年度は植水児童セン
ターとの共催方式で開催。
・植水児童センターの場所は
保健センターと距離が離れて
いることから普段保健セン
ターを利用したことがない方
の参加につながった。

・本教室は今年度で3年目で
あるが、申込数が定員に満
たなかったため、実施方法等
について再検討が必要であ
る。
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大宮区
保健セン
ター

アンケートで3食野菜を食べてい
る割合は2割と関心のありそうな
参加者においても低い値であっ
た。夕食と比較して摂取の少な
い朝食や昼食での簡単な摂取
についての内容も取り入れてい
きたい。高学年では野菜摂取量
を増やすことついての理解もみ
られたため、児童向けにも野菜
摂取量について伝えていく。

大宮区
保健セン
ター

対象：大宮区役
所来庁者

3回開催

実施日：6月食育月間（令和5年6月12日～30日）、
　　　　　8月食品衛生月間（令和5年8月1日～31日）、
           10月朝ごはんを食べよう強化月間
　　　　　　（令和5年10月2日～31日）
場所：保健センター掲示コーナー
内容：ポスターや掲示物での啓発、パンフレットの配布

写真付きの掲示物を活用し
たり、啓発品を置いたり等、
視界に入りやすい掲示物を
活用した。保健センター利用
者の他、区役所来庁者も気
軽に足を止めて掲示を見て
いる姿が多数見受けられた。

保健センターの入口外側に
設置できるリーフレットや掲
示物にも限りがあるため、よ
り区民に関心を持ってもらえ
るようなテーマの掲示物や配
布するリーフレットの選択が
必要である。

実施日：令和5年10月26日（木）
場所：北区役所保健センター
内容：管理栄養士、保健師、歯科衛生士による講義、体
脂肪・筋肉量測定

参加者の多くは血圧が高かったり、
高血圧予防の食事が知りたいという
理由で参加していた。参加者アン
ケートにて生活習慣病や生活習慣
改善について、理解できた、ほぼ理
解できたが100％の回答であり、病
態や試食で減塩、だし割醤油を体感
することにより効果的に予防法につ
いて普及啓発できたと考える。

前年度の糖尿病予防教室と比
較すると申し込みが少なかった
こと、区民にHbA1Cが高い方が
多いことから次年度は糖尿病予
防の普及啓発に力を入れてい
く。生活習慣改善について見直
す機会として体験を取り入れた
保健センターでの教室に加え、
出張での講座も実施していく。

対象：区内在住
のおおむね7か
月～1歳2か月児
の保護者

5組9人

実施日：令和5年8月2日(水)

場所：大宮区保健センター

内容：管理栄養士講義,、とりわけ離乳食・幼児食のデモ
ンストレーション

通年行っている離乳食教室では
初期の内容を中心に情報発信を
行うため、離乳中期以降の進め
方についての情報発信を行う場
の確保が出来て良かった。アン
ケート結果も好評であった。

今後も大宮区として、幼児期の
保護者向けの教室を継続してい
く。課題としては、育児相談等で
離乳食の相談が多いが、教室参
加の申込者は増えなかったた
め、周知方法が課題と考える。
早い時期から他事業等に参加す
る対象者に周知を行っていく必
要があると考える。

大宮区
保健セン
ター

対象：保健セン
ターブース来場
者
1回開催
約235人

日程：令和５年10月28日（土）

場所：鐘塚公園

内容：大宮区健康課題の掲示、足指力測定、血管年齢
測定、啓発品配布。

保健センターブースの来場
者は約235人であった。足指
力測定や血管年齢測定の機
器は来場者からも非常に好
評で、日頃の食習慣を見直
すきっかけづくりになったと
考えられる。

参加者は30，40代の保護者が91％を占
め、保健センターが情報提供をしたいと考
えている年代へ教育する機会となった。ア
ンケートでは「とても役に立った・役に立っ
た」との回答が100％となり、家でもできる
内容としたことで10組中4組で家庭での調
理や摂食に意欲を示す内容の感想を得る
ことができた。子の感想からは、野菜に関
心や食べる意欲を持つきっかけになったこ
とが伺えた。4年ぶりに食生活改善推進員
の協力を得て事業実施ができた。

北区役所保
健センター

対象：区内在住
の18～74歳まで
の方
実施回数：1回
参加者数：11人

血管年齢計は機器の性質上、18
歳未満は測定できなかったが、
足指力測定は18歳未満でも測
定できたため、子供連れも多く参
加してもらうことが出来た。
今後も幅広い世代に啓発できる
ような実施内容を検討していき
たい。

大宮区
保健セン
ター

対象：区内在住
の0歳から3歳未
満児とその保護
者
1回開催（年間4
回開催のうちの1
回）
８組16人

日程：令和５年7月19日（水）

場所：子育て支援センターおおみや

内容：保健師、管理栄養士の講義、体組成測定

８組の参加があり、アンケー
ト結果では、「子供だけでは
なく、自分の健康を考える
きっかけができました。」と自
分自身の健康を見直すきっ
かけとなったと考えられる。

今年度から、ママだけでな
く、パパも対象とした「パパマ
マの元気アップ講座」とし、対
象を広げて事業を行ったが、
父の参加はなかった。講座
の内容はアンケート結果から
好評であったため、周知方法
を検討し実施していく必要が
あると考える。

北区役所保
健センター

対象：区内在住
の小学生とその
保護者
回数：1回
参加者数：10組
22人

日程：令和5年8月5日(土)
場所：北区役所保健センター
内容：栄養講義、野菜についての実験、歯科講義、がん
検診等の啓発
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見沼区保健
センター

対象：区内在住
の30～74歳以下
の方・特定保健
指導「積極的支
援」の方
参加者数：
14名（1日目）
13名（2日目）

中央区役所
保健セン
ター

対象：市内在住
の小学生と保護
者

定員12組

実施回数：1回

参加者：12組

実施日：令和5年7月30日（日）

場所：中央区役所保健センター

内容：野菜について知ろう（実験）
　　　　朝食について（講義）

アンケート結果より、小学生
については、「野菜や三食
しっかり食べる大切さ」につ
いて「わかった」「少しわかっ
た」と回答した者が100％で
あり、「野菜について知ること
ができた」「野菜が好きになっ
た」等の回答が得られた。ま
た、保護者については、教室

正しい栄養・食生活の知識を
身に付けるため、こどもや特
に若い世代へのアプローチ
が必要である。現在、事業は
実施しているが内容は単年
度の開催となっているため、
継続的に実施可能な方法や
参加者の増加等の検討が必
要である。

実施日：令和6年1月26日（金）、2月2日（金）
場所：見沼区役所保健センター
内容：糖尿病予防に関する講義（保健師、管理栄養士、
歯科衛生士）、運動講義・実技、体組成測定

アンケート結果より、糖尿病
予防の必要性を理解した割
合は、100%であり、改善しよ
うと思うことは食事、運動、口
腔ケアの順で多かった。体組
成測定、講義、実技を合わせ
て実施したことで、自身の生
活習慣を振り返り実践する
きっかけになったと考えられ

今年度で終了
（次年度は、高血圧予防を
テーマに事業名称や内容を
変更し教室を開催する予定）

見沼区保健
センター

対象：見沼区役
所来所者

実施日：通年
場所：見沼区役所ロビー・保健センター前
内容：6月の食育月間、10月の朝ごはんを食べよう強化
月間を始め、月ごとにテーマを決め、食に関する情報を
掲示し、パンフレットを配布。

テーマに合わせたレシピを配
布することで、手に取りやす
く食事づくりの参考になった
と考える。6・9・10月で約100
部配布することができた。

今後も対象者の反応をとらえ
ながら、区民に広く啓発でき
るよう工夫をしていく。

中央区役所
保健セン
ター

対象：市内在住
の18～74歳の方

定員17人

実施回数：1回

参加者：17人

実施日：令和5年10月4日（水）

場所：中央区役所保健センター

内容：筋トレ入門編（運動）
　　　　糖尿病について（講義）
　　　　体組成測定
　　　　血管年齢測定

糖尿病について保健師、歯
科衛生士、管理栄養士から
講義を行い、運動指導士に
より運動実技の指導を行っ
た。アンケート結果より、17人
中、12人の参加者が教室に
参加し「食生活について改善
しようと思った」と回答した。

生活習慣病の発生予防と重
症化予防ために幅広い世代
の参加が必要である。
①広報等の周知方法の検討
②体組成測定や血管年齢測
定など可視化できるツールを
用い、参加者が自分の体の
状態を把握でき、参加するこ
とでメリットを感じられる内容

見沼区保健
センター

対象：区内在住
の小学1～4年生
の児童と保護者
参加者：7組15名

実施日：令和5年10月28日（土）
場所：見沼区役所保健センター
内容：野菜摂取に関する講話、野菜クイズ、地元農家へ
のインタビュー、地元野菜をつかったレシピ紹介、試食

　保護者の満足度は1名未回
答だったもののその他全員
が満足という評価であった。
自由記載には、親子ともに
「野菜の大切さがわかった」
という旨の感想が多くみら
れ、野菜摂取の重要性等の
意識を高めることができたと
考える。

今年度で終了
（次年度は、事業名称や内容
を変更し、乳幼児とその保護
者を対象にした食に関する
教室を開催する予定）

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

対象：18～74歳
の市民

参加者数：各5名

2日間1コース
実施日：①12月1日（金）②12月8日（金）
場所：桜区役所大会議室
内容：①保健師講義「糖尿病の基礎知識」歯科医師講
義「糖尿病と歯周病の関係」、管理栄養士講義「糖尿病
予防の食事」
②血管年齢測定、推定野菜摂取量測定、保健師講義
「運動の効果」管理栄養士講義「間食、飲酒」、運動実
技

糖尿病と診断されている人
や予備軍と言われている人
の参加があり、重症化予防
につながる知識の普及が実
施できた。

教室の参加者が終了後も継
続的に健康づくりに取り組め
るように、地域の社会資源に
つなげるような仕組みを検討
していく。
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対象：浦和区役
所及び保健セン
ター来庁者

浦和区保健
センター

実施日：令和5年6月、10月

場所：浦和区役所健康スポット、保健センター健康ス
ポット

内容：6月「食育月間」に関する掲示とリーフレットの配
布、10月「朝ごはんを食べよう強化月間」に関する掲示
とリーフレットの配布

毎月テーマに沿った啓発セッ
トを作成し、ひと月あたり400
セット程度を配布することが
できた。
区役所と保健センターの2か
所へ健康スポットを設置して
いることで、より幅広い対象
者への啓発を行うことができ
たと考える。

引き続き、来庁者の目を引く
展示内容や啓発セットを検
討・作成していく。

浦和区保健
センター

対象：市内在住
の18歳以上の方

実施回数：1回

参加者数：15人

実施日：令和5年10月11日（水）

場所：浦和区役所保健センター

内容：体組成測定、保健師・管理栄養士・歯科衛生士に
よるミニ講義

アンケート結果より、全員か
ら「生活習慣改善の必要性を
（やや）理解できた」との回答
が得られた。

今年度で終了
（令和6年度は、事業名称や
内容を変更し、生活習慣病
予防教室を開催予定のた
め）

浦和区保健
センター

対象：区内在住
の小学生とその
保護者

実施回数：1回

参加者数：12組
27人

実施日：令和5年8月5日（土）

場所：浦和区役所保健センター

内容：災害のお話・体験、パッククッキング

アンケート結果より、全員か
ら「パッククッキングや食事の
バランスについて（やや）理
解できた」との回答が得られ
た。

今年度で終了
（令和6年度は、事業名称や
内容を変更し、親子食育教
室を開催予定のため）

対象：南区在住
の小学生とその
保護者

7組14人

実施日：令和５年８月９日（水）
場所：南区役所保健センター
内容：①管理栄養士によるパッククッキングについての
講義・調理デモ・試食、栄養についての講義②歯科衛
生士・保健師による講義③体組成測定

保護者にとったアンケートでは、
全員から「生活習慣を振り返る
きっかけになった」「災害時の備
えについて見直すきっかけに
なった」との回答を得た。教室の
内容についても全員から「理解
できた」との回答を得た。
参加者が健康について意識する
きっかけとなったと考えられる。

参加者が教室で学んだこと
を周りに伝えていくように促
す方法を検討していく。

南区保健セ
ンター

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

対象：乳幼児とそ
の保護者、家族

参加者数：38名

実施日：3月2日（土）
場所：桜区保健センター
内容：防災士による講義、桜区総務課による講義「桜区
の災害特性、ハザードマップ」、管理栄養士による講義
「災害時の食の備えについて」

ヘルスプラン最終評価で防
災や備蓄についての意識が
低いことがわかり、総務課と
共催で実施。桜区の災害特
性や広域避難についての意
識付けのともに平常時から
の備えについても啓発を行う
ことができた。定員を上回る
申込があった。

防災をテーマに教室を開催
する際には保健センター単
独よりも総務課と共催で行う
方が教育や啓発の効果が高
いと考える。

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

対象：さいたま市
民（のびのび
ウォーキングエン
トリー者）

参加者数：5名

日程：1月30日（火）
場所：桜区役所保健センター
内容：管理栄養士講義「朝ごはんについて」、保健師講
義「健康マイレージの活用について」、歯科衛生士によ
る「災害時の口腔ケアについて」、座談会

参加者のアンケート結果よ
り、教室の満足度は１００％
であった。自由記載では「運
動時間を多くしてほしい。」
「リンパ体操をしたい。」など
実践を求める声が多い。

地域での健康づくりを踏まえ
た仲間づくりの支援の機会を
通して、食についてもライフ
ステージの課題にあわせて
啓発していく。

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

対象：乳幼児とそ
の保護者、家族

参加者数：4組8
名

実施日：2月27日（火）
場所：桜区保健センター
内容：体組成測定、乳ガン自己触診体験、管理栄養士
講義「女性の不足しがちな栄養素について」、運動実技

参加者全員が教室での講義
内容や運動について、家庭
でも実施しようと思うと回答。
子どもと一緒に参加できる教
室の開催により、20代～40
代の健康づくりへの無関心
層にも直接啓発できる機会と
なった。

子育て世代は子どもの食事
や栄養のことには関心が高
いが、自身の食生活や健康
には無関心な人が多い印象
がある。保護者自身の実践
にもつながるような内容で講
義等を行っていく必要があ
る。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
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実施日、場所、内容 成果 課題
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緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住
の18～64歳
実施回数：2回
参加者数：①６人
②６人

実施日：①令和5年6月17日（土）ZOOM
　　　　②令和5年9月22日（金）アーカイブ配信
場所：緑区保健センター
内容：保健師講義「身を引き締める運動習慣」
運動講義・実技「お腹周りの筋肉を使うエクササイズ」
栄養士講義「バランスの良い食事」
9月分は運動のみアーカイブ配信

ZOOMを使用した教室を行っ
た。
アンケート結果より、教室の
満足度・理解度が高く、参加
者は手軽に参加できるオンラ
インを今後も希望であった。

引き続きZOOMを使用した教
室を検討する。

緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住
の小学3年生以
上とその保護者
実施回数：1回
参加者数 :6組

日程：8月3日（木）
場所：緑区保健センター（ZOOM)
内容：オンラインで、災害時における健康維持対策を学
ぶことを通し、日ごろの生活習慣を振り返り、見直すきっ
かけとする

緑区保健セ
ンター

対象：緑区民ま
つりの来場者
実施回数：１回
食育コーナー６２
３人

実施日：10月29日（土）
場所：緑区民まつり会場（埼玉スタジアム2002南側）
内容：区民まつり会場のびのび広場にて、食生活改善
推進員緑区会員が中心の食育コーナーで、子供向けの
「お豆のクイズ」と「野菜1日摂取量」啓発、リーフレット配
布

食生活改善推進員緑区会員
の協力で、数多くあるうちの
１つの豆を選び、それを子供
が箸やスプーンで持てること
や、その豆を原料に、どの製
品になるかをクイズ形式であ
てるものは、親子で一緒に食
育を学ぶきっかけになった。

次回の会場や日程等により
内容等検討する。

緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住
の0歳児とその保
護者
実施回数:１回
参加者数：９組

日程：2月14日（水）
場所：緑区保健センター
内容：歯科医師による保護者の口腔チェック
歯科衛生士講義「口腔ケア」、
栄養士講義「とりわけ離乳食」、調理見本提示、試食

アンケート結果より、保護者
の口腔ケアについて理解度
が高かった。また、紹介した
献立やとりわけ離乳食につ
いて作ることができると思っ
たと回答した者はほとんどで
あった。

引き続き、家族で食事と口腔
ケアを学ぶ教室を検討する。

岩槻区保健
センター

対象：小学生とそ
の保護者

7組16人

日程：8月1日（火）
場所：岩槻区役所保健センター
内容：「親子食育ラボ」　食べ物を使った実験・試食、栄
養士講話

アンケート結果より、参加者
の満足度、理解度、実践度と
もに高い結果であった。
試食・体験実施に伴う安全管
理に努めて実施できた。

キャンセルが発生したため、
定員を検討する。
未就学児向けの教室の要望
もあり、幼児期向けの教室も
検討する。

ZOOMを使用した教室を行っ
た。アンケート結果より、教室
の理解度は高く、親子で防災
に関心が深まるとてもよい機
会となった等の意見があっ
た。今後も全員がオンライン
希望であった。

引き続きZOOMを使用した教
室を検討する。
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参加者は、70歳代前半が半
数、女性が多かった。アン
ケート結果より満足度、理解
度、実践度とも高かった。健
康について関心がある参加
者が多かった。

申込み開始当初は参加者が
集まらず、区役所内や公民
館、特保利用者への電話等
で周知を行い、定員を超えた
参加があった。今後は周知
のタイミングや方法について
検討していく。

岩槻区保健
センター

対象：岩槻区役
所来庁者

実施日：①6月　②9月　③10月
場所：岩槻区役所3階保健センター掲示ブース
内容：①第3次食育推進計画について（3食しっかり食べ
る）、②栄養バランス、野菜摂取、減塩、牛乳・乳製品の
摂取について、③朝食摂取について
各内容について、来庁者向けにポスターを掲示、リーフ
レットの配布を実施

利用する区民の多い3階に
情報を掲示することで、保健
センター来庁者以外へも食
育や健康づくりへの知識の
普及啓発ができた。

引き続きテーマや内容を変
えながら、来場者の目を引く
展示内容を検討し、啓発を
行っていく。

血圧測定では、普段の血圧
を把握していない区民もお
り、健康への関心の低い層
へのアプローチが引き続き必
要である。

岩槻区保健
センター

対象：市内在住
の18～74歳の方
2日間1コース
①18人
②16人

日程：①10月3日（火）、②10月6日（金）
場所：岩槻駅東口コミュニティセンター
内容：①保健師講話、歯科医師講話、体組成測定、②
栄養士講話、運動実技

岩槻区保健
センター

対象：区内在住
の18～64歳の方
託児各4人まで
①11人
②6人

岩槻区保健
センター

対象：保健セン
ターブース来場
者

358人

日程：10月22日（日）
場所：岩槻文化公園
内容：健康についての展示・リーフレットの配布、血圧測
定、血管年齢測定（第一生命とのコラボ）、乳がん自己
触診法体験（女性のみ）、パネルアンケートを用いた啓
発

血圧測定を通じて、減塩や野
菜摂取について啓発すること
ができた。
パネルアンケートには、多く
の来場者が回答し、他者の
回答を見ることが啓発にもつ
ながった。

実施日：①6月2日（金）、②11月15日（水）
場所：岩槻区役所保健センター
内容：運動実技、健康についての講話（栄養・歯科・が
ん予防）

アンケート結果より、参加者
の満足度・理解度は高かっ
た。運動に関心が高い方や、
リピーターの方が参加してい
た。

引き続き生活習慣病予防に
つながる事業、生活習慣改
善のきっかけとなる事業を実
施する。

岩槻区保健
センター

対象：①小学生
とその保護者、
②3歳～未就学
児とその保護者

①11組28人
②5組10人

日程：①5月14日（日）、②8月23日（水）
場所：①岩槻駅東口コミュニティセンター、②美園コミュ
ニティセンター
内容：①「かけっこの達人」運動実技・講話、②「親子で
ストレッチ」運動実技・講話

アンケート結果より、参加者
に満足度は8割以上で高かっ
た。
①の参加者には、男性も8人
おり、若い世代へ啓発する機
会となった。

②は、美園地区での初めて
の開催だったが、申込者が
少なく、実施内容、時期を検
討していく。
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に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

地元シェフに
よる学校給
食

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ―

地場産物の
活用推進

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ―

学校教育
ファーム

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ―

さいたま市学
校給食衛生
管理講習会

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ―

さいたま市学
校給食週間
記念行事

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ―

対象：
児童生徒、教職
員

３０校

実施日：給食実施日
場所：市立小・中・特別支援学校
内容：地元のシェフと連携を図り、学校給食を実施

他の国の料理や地場産物の
理解が深まり、児童生徒の
食への関心が高まった。

本取組が、地場産物活用に
つながってはいるが、さらな
る活用拡大のためには、今
後も取組を継続していく必要
がある。

健康教育課

健康教育課

対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員、調理業務
委託業者職員

実施日：令和4年8月22日から9月2日まで
内　容：学校給食における衛生管理について、資料によ
る研修を実施

学校給食の実態に合わせた
内容なので、日々の調理業
務における衛生管理につい
て、それぞれ見直すことがで
きた。

紙面では伝わりにくい内容も
あるので、次年度は集合型
研修を実施予定である。

・実施校は希望によるものな
ので、より多くの児童生徒が
触れる機会が設けられるよう
に検討していく。

農業体験活動を通して、食物
や生産者の方への感謝の気
持ちを育むことができた。

健康教育課

①彩の国ふるさと学
校給食月間の実施
　対象：児童生徒

②地元生産者との情
報交換会
　対象：　大宮区・見
沼区・中央区・南区の
栄養教諭・学校栄養
職員

健康教育課

対象：児童生徒、
教職員

小104校
中58校
中等１校
特支2校

健康教育課
対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員

実施日：令和５年１月１７日（火）
場所：埼玉会館
内容：講演会

環境を配慮した取り組みや、
学校における食育の大切さ
や学校給食の担う役割など
について理解を深められた。

対象者が、教職員、保護者、
市民と幅広いため、感染症
防止対策が課題でり、展示
等が出来ないことが課題で
ある。

①彩の国ふるさと学校給食月間の実施
　実施日：１１月
　場所：市立小・中・中等・特別支援学校
　内容：埼玉県産、さいたま市産の食材の使用

②地元生産者との情報交換会
　実施日：７月～８月（各区ごとに実施）
　場所　：大宮区役所・さいたま市役所
　内容　：地元生産者と栄養教諭・学校栄養職員との情報交換

①令和４年度の地場産物活
用率は、28.5％であった。

②地元生産者との情報交換
を行うことで、さらなる地場産
物の活用に繋がった。

場所：市立小・中・中等教育・特別支援学校
内容：農業体験活動

授業時間の確保、学校への
周知方法が課題である。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

研究委嘱事
業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ―

生活習慣病
予防学校検
診

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

さいたま市民
の日給食

（学校給食統一
献立）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　児
童生徒、教職員

児童生徒に、郷土であるさい
たま市の産物や食文化、食
に関わる歴史等に関心を持
たせるとともに、食を支える
方々への感謝の気持ちをは
ぐくむことができた。

実施時期に給食で取り入れ
ることができる農産物に限り
がある。

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ―

８０２０歯の
健康教室

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ―

「すくすく　の
びのび　子ど
もの生活習
慣向上」キャ
ンペーン

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ―

各公民館事
業（集計中）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【補足】
市は、市社会福祉協議会に補助を行い、地
区社会福祉協議会やボランティア団体など
の協力団体が各地区の特色を活かして事業
を実施している。

・「すくすく　のびのび　子どもの生活習慣向上」キャン
ペーンの実施
・啓発ポスター、リーフレットを作成・配布
・市ＰＴＡ協議会に啓発ポスター、リーフレットを送付
・市報さいたま（８月号）で生活習慣向上の呼びかけ
・生活習慣向上に関連する講座等の講師リストの更新
・幼稚園協会、保育園協会の理事会にて事業への協力
を依頼

様々な手段を用い、児童生
徒の生活習慣向上を保護者
や学校、一般市民に広く周
知・啓発することができた。

引き続きキャンペーンを実施
し、学校・家庭・地域へ啓発し
ていく。

実施日：６月～１２月
場所：各小学校
内容：歯科医師による講話、歯科衛生士による歯みが
き指導（実習なし）

生涯学習振
興課

対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校全児
童生徒（啓発リー
フレット配布）

生涯学習総
合センター
（集計中）

P〇～〇
「令和５年度　公民館事業報告書」のとおり
(集計中）

健康教育課 対象：市立小学
校（３５校）の１年
生～３年生と保
護者

【校内継続指導】
実施日：４月～３月
内容：健康サポートクラブの実施
【基本検査】
実施日：７～１１月（指定医療機関で実施）
内容：血圧測定、腹囲測定、血液検査、その他、診療情報作成
【個別指導】
実施日：１０～１１月（各地区ごとに実施）
内容：医師、栄養士による個別指導、集団指導

さいたま市は全国や埼玉県
の肥満傾向より低く、参加者
からも生活習慣を見直す前
向きな感想をいただいた。

健康教育課
対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員

場所：南区
　　　　大谷場東小学校（R2,R3,R4年度）

内容：市立小・中学校の研究指定校が食育の推進に取
り組み、研究発表会を実施

市立学校における食育につ
いて理解を深め、学校におけ
る食育の推進を図ることがで
きた。

より多くの教職員が研究発表
会に参加できるよう周知を図
る。

健康教育課

【校内継続指導】
肥満度20％以上の
小１～小４・中１
【基本検査対象者】
肥満度35％以上の
小４・中１
【個別指導対象者】
腹囲身長比0.5以上
かつ肥満度35％以
上の小１～小３

受診率が年々減少傾向のた
め、参加希望者を増やす必
要がある。

健康教育課

実施日：令和４年４月２５日（月）～４月２８日（木）の
統一期間
場所　：市立小・中・中等教育・特別支援学校
内容：全校統一で市内産農産物を活用した料理を献立
に取り入れる。

（令和４年度より「さいたま市民の日給食」として推進）

直接歯ブラシを口の中に入
れる歯みがき実習は引き続
き中止をしているが、それ以
外は例年どおしの実施となっ
た。給食後の歯みがきを中
止している学校の中には、こ
の事業を機に、再開したとこ
ろもあった。

暑い時期に実施する学校の
中には、熱中症の観点から
オンラインでの実施を望む声
があったことから、実施時期
や形態を見直す必要がある
と考える。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

在宅高齢者
等宅配食事
サービス事
業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
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環
境

農
林
漁
業
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郷
土
料
理
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児
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歳
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期
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歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

ふれあい会
食サービス

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス
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食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理
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幼
児
期
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壮
年
期
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l
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歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○

【補足】
市は、市社会福祉協議会に補助を行い、地
区社会福祉協議会やボランティア団体など

の協力団体が各地区の特色を活かして事業
を実施している。

実施日：実施団体により異なる。

場所：公民館等

内容：70歳以上のひとり暮らしの方との交流を深めるた
め、ボランティアの協力により公民館等で会食会を行
う。

ボランティアの協力及び地域
の社会資源の活用により、
高齢者の孤独感の解消と健
康維持に資することができ
た。

活動するボランティアの高齢
化、対象者が会場に行く交通
手段が限られていること、食
材費が高騰しているなど、会
食会運営にかかる協力団体
の負担が高くなっている

高齢福祉課

対象：食事の用意
が困難な単身高齢
者及び高齢者のみ
世帯等

延べ64,273食
延べ4,552人

実施日：週5日（祝日及び12月29日～1月3日を除く）
場所：利用者の各家庭
内容：単身高齢者及び高齢者のみ世帯等を対象に、ボ
ランティア等地域資源を活用して、夕食を宅配する。

令和5年8月～10月に実施した利用
者アンケートでは、食事を届けるボ
ランティアの声掛けについて複数回
答で尋ねたところ、回答者の約５
２％が「安心感がある」、約３８％が
「楽しみにしている」と回答しており、
「もう少し会話があるといい」は約
６％にとどまっている。食事の配達を
きっかけとして、日々の生活の中で
の楽しみや、地域でのつながりを感
じていただいているものと考えてい

左記のアンケートでは、食事に
「満足」の方が約46％であり、
「満足」の割合が高いとは言えな
い。
民間事業者による配食サービス
が充実してきている中で、事業
の位置づけを検討する必要があ
る。
食事を届けるボランティアについ
て、65歳以上の方が中心となっ

高齢福祉課

対象：70歳以上の
ひとり暮らしの市民
実施回数：386回
参加者数等：延
18,603人
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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浦和別所小
学校 対象：

○人

実施日：

場所：

内容：

浦和別所小
学校

対象：全校児童・
教職員

1280人

実施日：令和6年2月5日、2月8日、2月16日、2月22日、2
月26日

場所：浦和別所小学校

内容：6年生が家庭科「くふうしよう　おいしい食事」の授
業で考えた献立を提供する。

全校児童が食べる給食とい
うことを考慮し、テーマを決め
て栄養価・旬・価格・彩りなど
を考えながら献立を立てるこ
とができた。献立表や給食だ
よりで紹介し、児童だけでな
く家庭の関心も高まるよう工
夫した。

全校児童に6年生が考えた
献立ということを伝えるため
に、児童自身に配布資料を
作ってもらうなどの工夫をし
ていきたい。

仲町小学校

対象：①２先生
あおぞら学級
　　　２３０人
　
　②１年生
　　あおぞら学級
　　　２１０人

実施日：①令和５年7月5日
　　　　　②令和５年12月11日

場所：各教室

内容：①「とうもろこしの皮むき」体験
　 　　②「くわいの芽とり体験

　コロナ禍で体験学習を実施
していなかったため、より一
層取り組みへの興味・関心を
高めることができた。また、
給食の残食の低下にもつな
げることができた。

　主に、低学年の実施となっ
たが、可能な限り、全学年で
さまざまな体験活動ができる
ようにしていく。

仲町小学校
対象：全校児童
　　　１３００人

実施日：①令和５年１１月６日
　　　　　②令和５年１１月1０日

場所：各教室

内容：図書委員会による絵本の読み聞かせの動画の配
信と給食委員会によるコラボした給食の説明を行う。

　絵本に出てきた食事と給食
が同じ内容であったため、よ
り食への興味・関心を広げる
ことができた。また、珍しい献
立でも「食べてみよう」という
気持ちを高める結果となっ
た。

　絵本の内容と合わせてしま
うと、栄養バランスの偏りが
生じてしまうことがあり、本を
吟味していく必要がある。

高砂小学校 対象：全校児童
１０７０人
３回実施

実施日：令和５年１１月（全３回）
場所：高砂小学校
内容：秋の読書週間に合わせて、学校図書館にある絵
本に出てくる料理や、食材を使った料理を給食に取り入
れて実施した。
使用した絵本（献立）：ウッソースやきそば（セルフ焼き
そばパン）／おとうふ２ちょう（豆腐のサラダ）／にくのく
に（すきやき風煮）

今年度は「食を楽しむ」ことを
テーマに献立を選んだ。
普段とは違った角度から食
に親しむきっかけになった。
児童も食への意識を改めて
認識することで食への意欲を
高めている様子だった。

・喫食中にテレビ放送に集中
するため、限られた給食の時
間の中で適した絵本の選定
が必要である。
・よりよい給食指導につなが
るように、日報等を活用して
事前に担任に詳しい情報提
供しておくと、より効果的であ
る。

本校児童が日頃から苦手とする食材を扱っ
た絵本を活用して、給食の時間に教員や図
書委員会の児童が読み聞かせを行った。（事
前にビデオ録画し、テレビ放送にて実施）

高砂小学校 対象：５・６年児
童
３７５人
１０回実施

実施日：令和５年１２月（全５回）、令和６年２月（全５回）
場所：高砂小学校
内容：家庭科の学習を活かし、給食週間の取組として
５・６年生が献立作成に取り組む。その中から選んだ献
立を給食で実施する。
２月２４日(水)洋食屋さん風給食
２月２５日(木)お祭り給食
３月８日(月)春の食材給食
３月９日(火)みんな大好き鬼滅給食

今年度は「食を楽しむ」ことを
テーマに献立を選んだ。
児童発信の献立のため、周
りの児童や下級生の興味・
関心が非常に高かった。

・食材の確保、価格、アレル
ギー対応などの条件がある
ため、選ばれた児童との打
合せ時間が必要である。

給食週間の取り組みの一つとして、テレビ放
送で選ばれた献立を発表した。その後、１２・
２月の給食で提供し、給食だよりで家庭にも
情報提供を行った。
献立を考えた児童だけではなく、給食を食べ
た全校児童も給食に向き合い、楽しむことが
できた。

三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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大谷口小学
校

対象：２年生・な
かよし学級児童

１４７人

実施日：令和５年７月４日

場所：大谷口小学校　教室

内容：給食に使用するとうもろこしの皮むき（小中計４０
０本程度）

・給食ができるまでの過程の
一部（皮むき）を体験すること
により食材料や給食に興味
関心をもてた。
・給食で使われている身近な
野菜に触れることにより、食
べ物を大切にするという意欲
が高まった。

実施学年の児童は自分が調
理した食材が給食に出たこと
で、給食に対しての関心が高
まったが、他の学年への周
知があまりできなかった。

大谷口小学
校

対象：３年生・な
かよし学級児童

１３３人

実施日：令和５年１２月５日

場所：大谷口小学校　教室

内容：給食に使用するくわいの芽取り

野田小学校 対象：
全児童125名

実施日：1月

場所：各教室

内容：家庭科の学習で6年生が考えた給食の提供。5名
分。

授業のゴールを、「選ばれた
献立は給食で提供する」とし
たことで児童の学習のモチ
ベーションが上がった。提供
する際は、献立の説明を児
童本人が考えることで、献立
作成のポイントも再確認でき
た。

野田小学校 対象：

全児童125人

実施日：11月

場所：各教室

内容：絵本に出てくる食事を再現し提供した。その日の
給食時間は絵本の読み聞かせ動画を放送した。（11月9
日『まゆことおに』）

絵本の読み聞かせを観なが
ら本に出てくる料理を味わう
ことにより、食と読書への関
心が高まった。

土合小学校

対象：全児童・教
職員

実施回数：７回

参加人数：８２０
人

実施日：２０２３年３月

場所：土合小学校

内容：給食週間の取り組みの一つとして４年～６年の児
童は冬休みの宿題で家庭のおすすめのレシピを１品紹
介してもらった。そのうちの数名のレシピを３月の給食
で提供した。

児童が考えた献立を提供す
ることにより、毎日の給食に
も興味関心が高まった。

年度末の実施なので予算の
関係で採用できない献立が
あったことが課題である。

原山小学校 対象：全児童
　　　　693人

実施日：2024年1月下旬～2月上旬
内容：５・６年生の家庭科の学習との連携を図り、これま
でに給食に出たメニューから、バランスの取れたおすす
め献立を考案。各クラス1名選出し、実際に給食にて提
供。また、選出された児童は、そのメニューについて、
給食の時間にテレビ放送で説明をした。

給食の献立を考えるという目
的意識をもち、進んで学習に
取り組むことができ、栄養バ
ランスについての理解を深め
ることができた。

・給食ができるまでの過程の
一部（芽取り）を体験すること
により食材料や給食に興味
関心をもてた。
・給食で使われている身近な
野菜に触れることにより、食
べ物を大切にするという意欲
が高まった。

実施学年の児童は自分が調
理した食材が給食に出たこと
で、給食に対しての関心が高
まったが、他の学年への周
知があまりできなかった。
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績
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参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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大宮東小学
校 対象：５年生

１２２人

実施日：令和５年６月１２日（月）

場所：集会室

内容：学校にお米を納品してくださる「馬宮米部会」の方
から、お米作りについての講話をしていただく。その後、
給食を一緒に食べる。

身近な地域でも農業が行わ
れていることを知り、お米作
りの素晴らしさ、苦労を知る
機会となり、社会科で学んだ
米作りに対する理解もより深
めることができた。
給食も馬宮米を使用し、偏
食・好ききらいの多い学年だ
が、残さず食べる意識も高
まった。

講話の最後に、なぜ国産の
ものにこだわるかという部分
を栄養士から説明するところ
で、より児童の学びが深まる
内容も話したい。

日進北小 対象：３年生

３１人

実施日：１月３１日（水）

場所：日進北小学校３年１組

内容：小松菜農家さんの仕事と小松菜の栄養について

直接、農家さんから小松菜づ
くりの苦労や大変さを聞い
て、苦手な児童も食べようと
する気持ちにつながった。

中島小学校 対象：全校児童

５２５人

内容：本校に勤める教職員の出身地の郷土料理を給食
で提供し、「給食室からのお手紙」で土地事態や郷土料
理の紹介をした。

場所：中島小学校

実施日：１月１２日（大分県）、１５日（青森県）、１９日
（フィリピン）、２３日（秩父地方）、２４日（福島県）、２５日
（北本市）、２９日（愛知県）、３０日（新潟県）

郷土料理を身近に感じさせ、
各地の郷土料理について関
心を深めることができた。

加工品を用いる機会が増
え、塩分が高めになってし
まった。
和食の頻度が高くなってし
まった。

写真：１月３０日
「新潟県：タレかつ丼・のっぺい汁」

大宮東小学
校 対象：２年生

１０９人

実施日：令和５年６月２９日（木）

場所：各教室

内容：全校児童分のとうもろこしの皮をむく。その日の給
食には皮をむいてもらったとうもろこしを出す。

楽しくとうもろこしの皮をむき
ながら、野菜への興味・関心
を高めることができた。また、
野菜を食べられるようにする
までの大変さを知り、給食の
ありがたみを実感することが
できた。
皮むきの様子を動画で全校
に知らせることができた。

特になし

大牧小学校
対象：全児童
５３８人

実施日：2/16(金)、2/26(月)、3/7(木)、3/14(木)

場所：各教室

内容：５・６年生の家庭科の学習をいかし、給食週間の
取り組みとして、５年生が夢のみそ汁、６年生が夢の給
食を考えた。５年生１点、６年生３点の代表作品を給食
で提供。

　家庭科の学習と連携して、献
立をたてることで、栄養のバラン
スの良い食事について理解が深
まった。実際に給食に出るという
ことは、児童にとって魅力的で生
き生きと学習に取り組んでいた。
　各クラスの代表作品を掲示し
たところ、他学年児童から「おい
しそう」「楽しみだ」などの声が
あった。

インフルエンザによる学級閉
鎖のため、食べられないクラ
スがあった。時期的に致し方
ない部分もあるが、流行のタ
イミングを見て実施時期を考
える必要がある。

中島小学校 対象：全校児童

５２５人

内容：本に登場する食事の再現した給食メニューを提
供し、「給食室からのお手紙」で本とメニューの紹介をし
た。
場所：中島小学校
実施日：
５月２９日「魔女の宅急便」
６月１５日「ライスボールみそ蔵と」
７月１９日「給食室のいちにち」
９月７日「ベーコンわすれちゃだめよ！」
１１月６日「やきざかなののろい」

食と図書への関心を双方向
に高めることができた。

様々な本を短期間で実施し、
図書室で紹介できる期間が
短くなってしった。

写真：１１月２２日
「グラタンおばあさんとまほうのアヒル」
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上小小学校 対象：全児童・職
員

585人×11回

実施日：2023年10月～2024年3月まで各月2回（12月の
み1回）
場所：上小小学校　各教室・職員室
内容：絵本に登場する料理や食材を給食に取り入れ、
当日は読み聞かせをビデオ放送する。

・絵本に出てくる料理を、実際に
目で見て食べることで、児童の
食と読書への関心が高まった。
・行事食や給食に関する絵本も
取り入れ、様々なことへの興味、
関心が高まった。
・会食中あまり話すことができな
い中、楽しく食べられた。
・子どもたちからやってほしいと
の声に答えることができた。

読み聞かせに集中しすぎて
給食を食べきれない児童が
みられた。
各クラスで、パソコンの準備
などが必要になってくるた
め、短い給食時間内に先生
方の負担が増える。

・楽しみにする児童が見られ、いつもより残菜
も少なくなったように感じた。
・絵本でも、物語が好きな子、図鑑が好きな
子とジャンルが様々だが、物語に偏らず、
様々なジャンルの本を選んでいるので、普段
手にしないような話が聞けるので、子どもた
ちにも新しい発見があるように思う。

上小小学校

対象：献立→６年
生・給食委員

喫食→全教職員
５８５人

実施日（６年）：令和６年３月６日・１２日・１８日
　（給食委員）：令和５年１０月６日・１６日・２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　１１月７日・１３日

場所：上小小学校　各教室・職員室

内容：家庭科の授業で学んだことを生かし、給食の献立
考
　　　　えを提供する。

実施日：令和5年度1月22日～26日
場所：蓮沼小学校
内容：給食委員会の発表
給食に関するビデオ視聴
給食朝会

学校給食の歴史や世界各国
によっての特色などを給食委
員会の児童が調べて発表し
たことで、本校児童の給食に
対する興味・関心が高まっ
た。
給食室の様子のビデオを視
聴することで、給食ができる
までの様子や給食に携わる
人の思いや苦労を知ること
ができた。

調理員への感謝の心や、給
食への興味・関心が高まり、
一時的な残菜率が低下した
が、全体を通して残菜率の低
下には繋がらなかったため、
多方面からのアプローチが
必要だと感じた。

蓮沼小学校

対象：本校児童
3年（グリンピー
ス）
2年（そらまめ）
1年・はすのこ
（とうもろこし）

実施日：令和5年4月、5月、7月

場所：蓮沼小学校

内容：3年：グリンピースのさやむき
2年生：そらまめのさやむき
１年生・はすのこ：とうもろこしの皮むき

自分たちが皮むきをした野菜
が給食に出ることで、対象学
年の児童が食材や給食に対
する興味・関心が高まった。
また、実際に食材に触れて
体験することで、給食にかか
わる人々の苦労や感謝を知
ることができた。

児童は、食材に触れたことで
給食に対する興味・関心が
高まったが、残菜率の低下
には繋がらなかった。給食だ
よりや掲示物での呼びかけ
や、使用する献立の工夫を
する必要があると感じた。

給食と図書のコラボにより、
喫食率と本の貸し出し率の
増加につながった。

食べたいものが出てくる本が
人気で貸し出しが多かった。

家庭科の授業を通して、学ん
だことを生かせていた、また
グループで献立を考え発表
し、その中からクラスで１つ
選ぶという工程がみんなで
協力し、楽しく活動できてい
る姿が見れてとても良かっ
た。

もう少し授業から詳しく、給食
の献立に触れ、気を付けるこ
となどをもっと伝えられたらよ
かった。

栄養士が授業の中で献立をたてるときに気
を付けていることを話した。みんなよく話を聞
いてくれたが、資料はパワーポイントでししか
出さなかったので、もう少し資料をだせばよ
かった。。実際の給食提供日は、そのクラス
に行き、感想などを聞いた。みんなとてもよく
食べてくれた。

日進北小 対象：６年生

134人

実施日：２月に考案し、３月の給食に実施

場所：日進北小

内容：６年生が考えた給食を献立に取り入れ、栄養と食
品構成を考えて、興味が出る給食を考える。

石川県の応援給食や世界の
国の料理、ジブリ給食など、
興味ある献立を考えた。児童
の意向に寄せて採り入れた。
低学年も興味を持って食べら
れた。

デザートをつけたがる傾向が
あり、価格もたかめになって
しまう

大砂土東小
学校 対象：全児童

１２６０人

実施日：2023年10月12日～16日まで

場所：各教室

内容：読書週間に合わせて、物語に出てくる料理を給食
で再現する。図書委員の児童が集会でPRする。

蓮沼小学校
参加人数：790名
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さいたま市の食育取組状況　令和５年度実績

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食
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対象ライフステージ
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和土小学校 対象：

８３人

実施日：２０２３年５月１２日（金）
６月１６日（火）
７月１４日（金）

場所：各教室

内容：２年　グリンピース鞘取り
３年　蚕豆の鞘取り
１年　とうもろこしの皮むき

児童が給食で使われる食材
に触れ、食品や調理過程に
興味を持ち、給食に提供する
ことで、お手伝いの達成感を
得ることができた。

旬の食材の生育状況をに
よって調達が難しい場合が
ある。地場産物を積極的に
使用したい。

和土小学校 対象：全校児童
　
１６０人

実施日：２０２３年１月２３日（火）

場所：教室　体育館

内容：給食調理員に感謝の手紙の贈呈
給食委員による食に関するクイズや劇
給食週間献立の実施

給食作りのビデオを視聴し、
調理員さんへの手紙に取り
組むことで、感謝の気持ちを
表すことができた。給食委員
によるクイズや劇で、楽しく食
について学ぶことができた。

給食委員の児童の企画や練
習に、適切に支援していきた
い。

鈴谷小学校 対象：鈴谷小学
校全児童

５３２人

実施日
令和６年２月１９日から２１日の３日間

場所：鈴谷小学校各教室

内容：外国の料理を給食に取り入れ、食の面から、食文
化理解や国際理解、外国への関心を高める。

・子どもたちは、外国の料理
について調べ、その国や料
理に興味をもったり、いろい
ろな料理を進んで食べようと
いう気持ちが高まったりし
た。

・子どもたちが食べやすいよ
うに、外国の料理の調理法を
アレンジするのが難しかっ
た。

柏崎小学校

対象：1年・2年・3
年・4年・特別支
援学級児童
実施回数合計８
回

１４５人

実施日：令和5年4月14日、7月3日、11日、14日

場所：各教室

内容：１年「そら豆の皮むき」、２年「グリーンピースのさ
やむき」、３年「枝豆のさやむき」、４年「とうもろこしの皮
むき」

給食で実際に使用する食材
に触れることで、旬の食材や
農産物に対する関心が高
まった。また、調理の一部を
担うことで、食材や調理にか
かわる人に対する感謝の気
持ちをもつことへつながっ
た。

温暖化により、農産物の収
穫時期が本来の旬よりも前
倒しになってきている傾向が
あり、どうしても実施時期を
早めなくてはならない

どの学年の児童も、楽しそうに皮むき体験を
していた。食材や給食メニューへの興味・関
心が高まっていた。

泰平小学校 対象：全校児童

677人

実施日：令和6年2月27日

場所：各教室

内容：図書の時間に読み聞かせした絵本に登場したメ
ニューを食べる

前もって読み聞かせをしたこ
とで、給食を楽しみにしてい
た。

絵本ではなく行事食などに関
わる本だと日本の文化を感じ
ることができる。

鈴谷小学校 対象：6年生

８２人

実施日：令和６年２月２８日、２９日、３月５日
場所：鈴谷小学校第１会議室

内容：テーブルマナーを守って食事をして、洋食の作法
を学ぶ。メニュー：サラダ、バターロール、コーンスープ、
ハンバーグ、プリン、紅茶

・子どもたちは、各学級で事
前学習をしておくことで、洋
食のマナーを、フルコースの
料理を楽しみながら学ぶこと
ができた。

・保護者の手伝い人数を確
保するのが難しかった。
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辻南小学校
対象：全校児童
　　　全教職員
５35人

実施日：３学期給食最終日
場所：各教室
内容：給食週間の取り組みとして、３．４年生が「あった
らいいな給食」を考えた。児童の投票で選ばれた代表
作品を給食で提供した。

児童が考案した献立を提供
することにより、当日の給食
を楽しみにしている児童が多
く、喫食率も高かった。

児童が考えた献立を価格や
調理作業などを考慮して、ど
こまで忠実に実施できるかが
難しい。

つばさ小学
校

対象：全校児童

９１１人

実施日：令和６年１月２５日

場所：各教室

内容：給食委員による発表（TV放送）
　　　　給食標語学年代表の作品の発表
　　　　「えいようのうた」の発表

委員による発表で食への関
心や大切さを気づかせること
ができた。「えいようのうた」
でいろいろな食品を食べるこ
とのよさがわかった。

テレビ放送を見ながらの食事
になってしまう。

給食委員会で食育に関するテーマを分担し、
（栄養について、マナーについて、豆知識に
ついてなど）劇、紙芝居、クイズの形式で発
表した。

辻南小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
５35人

実施日：食育の日（毎月１９日）
場所：各教室
内容：各県の郷土料理を提供
　　プリント配付（県の特徴、特産品、郷土料理など）

各県の特産品や食文化を紹
介することで、食への興味関
心が高まった。各地の食文
化を知ることができた。

全国各地の料理を実施した
いが、施設設備、人員によ
り、提供する料理に制約があ
る。
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内谷中学校 対象：全校生徒，
教職員
1回
1026人

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その国の食文化の紹介や料理の説明をする。

各国の文化について興味を
持つようになり、毎月の実施
する日を楽しみにするように
なった。世界の料理を味だけ
でなく、見た目や香りなどか
らも知ることができた。

食べ慣れない味や、香辛料
の臭いが苦手な生徒もいる
ので、本場の味に近づけるこ
とが難しい。

内谷中学校
対象：
2年生2回
3年生1回
特別支援学級2
回

＜2年生＞
実施日：5月～6月　場所：内谷中学校
内容：家庭科バランスのとれた１日の食事作りの単元で、内谷中学校の給食メニューを作る。
各クラス1～2名の献立を選び、10月に4日，11月に4日，12月に5日，1月に1日の合計14日実施
した。
＜3年生＞
実施日：9月　場所：内谷中学校
内容：総合的な学習の時間で「食育」を扱い、和食文化や食品ロスやＳＤＧｓについての授業を
実施した。
＜特別支援学級＞
実施日：7月12日(水)、12月14日(木)　場所：内谷中学校
内容：給食で提供するとうもろこしやくわいの体験活動を実施した。

・自分が考えた献立が実際
に提供されると、本人も含め
学級学年も残さず食べること
ができる。
・授業を行ったことで、ＳＤＧｓ
への関心意欲が高まった。
・体験活動を行なうことで、生
徒の食への興味関心を高め
ることができた。

・内容の精査、評価を行いな
がら継続的に進めて行ける
ように教職員で連携していき
たい。

手に入りにくい食材や作業的
に無理な料理がある。

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：①4月　②11月
場所：各教室
内容：①図書委員が選んで考えた本の中の料理を、給
食で再現し、各クラスで読み聞かせをした。献立は「ぐり
とぐら」からカステラを実施した。②図書委員と給食委員
がTV放送で音読と献立説明をした。献立は「魔女の宅
急便」からバターパン　肉団子のトマトソース　サラダ

 お腹にやさしいスープチョコレートケーキを実施した。

本に登場する料理を食べる
ことにより、食と読書への関
心が高まり、。図書室の利用
率も高くなった。残食も少な
かった。

生徒中心に行うため、計画
的に取り組まないと献立や
発注が間に合わない。

大原中学校
対象：中学１年生
　　　　中学２年
生

４７０人

実施日：令和６年１月１８日

場所：大原中学校

内容：調理員さんへ感謝の色紙の作成。給食委員を中
心に、感謝の会を開催。

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和５年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

 フィンランド料理(ライ麦パン・ヨウルトルットゥショッ
  トブラッテルロイ・ケイットペルナサラーッティ)

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：毎月各1回
場所：学校
内容：各地の郷土料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その県の食文化の紹介や料理の説明をする。

各地の文化に興味を持つよ
うになり、毎月の実施する日
を楽しみにするようになっ
た。郷土料理を味だけでな
く、見た目や香りなどからも
知ることができた。

   青森県(ほたてご飯いかのかりん揚げせんべい汁りんご
食べ比べ)

実施日：令和5年8月30日(水)
場所：内谷中学校
内容：避難訓練に合わせて防災用備蓄品を使った給食
を実施した。また、小中連携の一環で、浦和大里小と沼
影小と合同で放送資料を作成し、実施した。

・避難訓練当日にさいたま市
からいただいた防災備蓄米
を給食で提供することによ
り、防災対策について考える
機会となった。

・防災炊き込みご飯は食べ
慣れないため、喫食率はい
つもより下がってしまう。防災
給食を提供している意図を教
職員が共通理解のもと、生
徒へ指導していく必要があ
る。

献立…防災炊き込みご飯、牛乳、鯖の竜田
揚げ、豚汁、冷凍みかん

給食に従事する人への感謝
の気持ち、食を大切にする気
持ちを育てるきっかけになっ
た。

感染症予防対策の観点か
ら、栄養士のみの参加になっ
たため、調理員全員が参加
できるようになるとよい。
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生徒が実際に作成し、給食に採用された献
立

・麦ごはん
・さんまのかば焼き

・ごま和え
・みそけんちん汁

・みかん
・牛乳

生徒が作成した献立を実際
の給食に取り入れることで、
食に対する興味関心が高
まった。

掲示物などを活用し、生徒が
学習内容を振り返り、深める
場面を作りたい。

宮原中学校 対象：第２学年生
徒

３６２人

実施日：令和５年７月

場所：第２学年各教室（１～１０組）

内容：２年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に必
要な食事の内容について学び、給食１食分の献立を作
成する。生徒が作成した献立の中から栄養士が選んだ
献立を実際の給食で提供する。

成長期に必要な栄養の特色
を知ることで、給食の献立に
多く取り入れられている食品
の必要性について理解を深
めることができた

　また、作成した献立を実際
の給食に取り入れることで、
生徒の食に対する興味関心
が高まった

栄養士より給食の留意点な
どの授業を受けることでより
一層生徒がテーマに沿って
考え作成できが、テーマを設
定することで似通った献立が
多くなってしまった

泰平中学校 対象：全校生徒・
教職員
440人

実施日：2024年10月31日
場所：各教室
内容：小中一貫教育つぼみの日に、学区内２校の小学
校と共通の献立を実施した。

小中学校で共通の献立を食
べることで、新入生を歓迎す
る気持ちを高めることができ
た。

配布物や給食時の放送で献
立の意図や生徒への思いを
伝えたが、より効果的な方法
を検討したい。

試食会当日のメニュー
・ソイ丼

・なめこ汁
・いそか和え
・冷凍みかん

・牛乳

大宮北中学
校 対象：

３４人

実施日１月２６日

場所：普通教室

内容：保護者が給食を試食する。

泰平中学校
対象：１学年生徒
128名

実施日：2024年10月
場所：各教室
内容：中学生の１日に必要な食事内容について学び、
給食一食分の献立を作成する。作成した献立の中か
ら、生徒の見本となる献立を給食に取り入れ、提供し
た。

宮原中学校 対象：保護者
実施回数：1回

２６人

実施日：令和５年６月３０日（金）

場所：３年３組教室

内容：学校給食を保護者に提供し、学校給食ができる
までについて栄養士より説明

普段の家庭料理ではでない
食材を献立に利用すること
で、保護者にとって新たな発
見があった

本年度は保護者の役員のみ
の参加であったため、来年度
以降は全体へ周知して参加
ができるような手立てをつくり
たい

コロナが明けて、久々に開催
することができた。
多くの保護者に参加していた
だき、本校の給食についてご
理解いただけた。

思ったよりも多くの参加希望
者が出て、給食に対する関
心の高さがわかった。今年
度、喜んでいただけたので、
来年度も定番のメニューでご
家庭でも取り入れていけそう
なものを考えたい。

大宮北中学
校 対象：

３１３人

実施日：１月１９日

場所：各クラス教室（オンライン及び給食委員による指
導）

内容：給食委員主催の朝礼で、風邪予防のための食材
や食生活等を紹介した。また、給食委員が考えた給食
献立（栄養職員監修）を発表し２月の給食に取り入れる
ようにした。

旬の野菜などの食材を知る
ことができ、風邪やインフル
エンザ対策にも役立つことが
理解できた。さらに、SDGｓの
目標と関連させ、飢餓や残菜
と給食に関する考えをもたせ
た。

給食週間に合わせての発表
なので、より給食についての
アピールをしたい。
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アンケートはPCを活用して集計している。

川通中学校 対象：

２００人

実施日：１月１５日（月）～１９日（金）

場所：川通中学校

内容：本に登場する料理を楽しもう！～ブックメニュー
～
　　　　料理が登場する５冊の本と料理を給食で紹介。
　　　　給食委員と図書委員のコラボ活動として実施し
た。

「給食のおにいさん」という本
に登場する、中に入っている
野菜で占う「おみくじハン
バーグ」や「しずかな日々」と
いう本に登場する「おじいさ
んの大きなおにぎり」等、生
徒が楽しみながら食べられる
献立を実施することで、図書
室で本を借りるきっかけを作
ることができた。

給食週間が１月のため、感
染症の流行や３年生の受験
と重なり、毎年欠席の生徒が
多いことが課題である。

浦和中学校 対象：保護者

１０５人

実施日：令和5年　７月５日～７日

場所：浦和中学校

内容：学校給食を実際に食べてもらい理解を深めるとも
に、家庭での食事のありかたなどを啓発する

コロナ開けで全学年保護者
に対して行いことができた。
とても好評であった。

学年ごとに日程を決めたの
で参加できない保護者もあっ
たので、枠を広げてより多く
の参加ができるようにした
い。

岩槻中学校 対象：給食委員

26人

実施日：2024年2月2日（金）

場所：岩槻中学校

内容：給食委員を中心に調理員さんへの感謝と手紙の
作成

食を大切にする心や、感謝
の心を育てるきっかけとなっ
た。

生徒、調理員が関わりあう良
い機会なので、全校生徒が
参加できる機会をもてるよう
検討していきたい。

実施日：令和５年６月

場所：３年１組、２組教室

内容：
給食への興味や関心を高め、　給食の意義や給食の安
全、給食指導についての理解を促す。

給食室での給食作成までの
動画や、写真を説明したこと
により、給食での衛生管理や
安全性について伝えることが
できた。試食会のアンケート
をすることにより、保護者の
意見を聞くことができた。

給食試食会アンケートによ
り、生徒の実態（朝食欠食
や、夜更かしなどによる生活
リズムのみだれ）等を知るこ
とができた。生徒の実態を踏
まえ、今後給食指導に生かし
ていかなければならないと感
じた。

土屋中学校 対象：２学年生徒

１６５人

実施日：令和5年1２月

場所：各教室

内容：中学生の1日に必要な食事内容を学び、献立作
成をして、土屋中の生徒が喜ぶ栄養バランスのよい給
食献立を考え、給食に取り入れる。

自分が考えた献立が給食に
取り入れられる機会となった
ので、生徒の食に関する興
味が高まった。小学校の時
の給食や旬の野菜・果物、行
事食など、食についての様々
な観点から取り組めた。

土呂中学校 対象：全校

470人

実施日：①2023年9月～2024年3月
　　　　  ②2024年1月13日（土）
場所：①学校教育ファーム
　　 　②体育館
内容：①特別支援学級によるヨーロッパ野菜の栽培及
び収穫、収穫した野菜を用いた学校給食の提供及び給
食委員会による啓蒙活動
　　　　②ヨーロッパ野菜研究会の事務局の方を招いて
の講話

ヨーロッパ野菜に関する興味
関心が高まり、講話によって
郷土（さいたま市）に対する
愛着や、生産者への敬意を
もつことができた。

ヨーロッパ野菜栽培について
は3年間種が送られてくる
が、栽培指導は初年度だけ
の為、教員が異動となった場
合、経験が引き継がれるか
不安である。

実施献立
【カリフローレ】→カリフローレサラダ

【カーボロネロ】→ミネストローネ
【カリーノケール】→キーマカレー

実施当日は放送委員会による放送をした。ま
た、講演会では給食委員会作成の掲示物を

昇降口に掲示した。

毎日の献立を考えてくれる保
護者や栄養士の方々への感
謝に気持ちは高まったが、食
事を残さないという意識まで
繋げることはできなかった。

土屋中学校 対象：

４１人
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浦和中学校

対象：第１学年全
生徒

８０人
対象：第３学年全
生徒

７８人

実施日：令和５年7月・9月
場所：浦和中学校
内容：：１年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に必
要な食事の内容について学び、給食１食分の献立を作
成する。生徒が作成した献立の中から栄養士が選んだ
献立を実際の給食で提供する。
内容：３年生の道徳の授業で、食べることで命をもらっ
ているありがたさや感謝の気持ちを育む。

成長期に必要な栄養の特色を
知ることで、給食の献立に多く取
り入れられている食品の必要性
について理解を深めることがで
きた。また、作成した献立を実際
の給食に取り入れることで、生徒
の食に対する興味関心が高まっ
た。
感謝の気持ちが高まった。

生徒はPCで、献立作成ソフト
を活用しているが、細かな使
用量と栄養価との差が大き
いので食品群を目安にして
いる。
道徳の授業は初めて行った
が継続させたい。

令和５年１２月～令和６年１月に
８人分（８日）の献立を実際に給食に提供し、

家庭にも給食だよりで報告した。
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